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一

蘇
軾
詩
注
解
（
二
十
七
）

山

本

和

義

蔡
　

　

毅

中
　

裕

史

中
　

純

子

原

田

直

枝

西

岡
　

淳

（
南
山
読
蘇
会
）

中
国
宋
代
の
詩
人
蘇
軾
の
以
下
の
作
品
に
つ
い
て
注
解
を
施
す
。
括
弧
内
の
数
字
は
東
北
大
学
中
国
文
学
研
究
室
作
成
『
蘇
東
坡

詩
作
品
表
』
に
よ
る
通
し
番
号
。

秦
少
游
・
王
仲
至
が
「
元
日
立
春
」
に
次
韻
す　

三
首
（
一
九
三
八
・
一
九
三
九
・
一
九
四
〇
）

上
元
に
楼
上
に
侍
飲
す　

三
首
。
同
列
に
呈
す
（
一
九
四
一
・
一
九
四
二
・
一
九
四
三
）

蔣
穎
叔
が
熙
河
に
帥
た
る
を
送
る　

幷
び
に
引
（
一
九
四
五
）

再
び
送
る　

二
首
（
一
九
四
六
・
一
九
四
七
）
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二

穎
叔
が
燈
を
観
る
に
次
韻
す
（
一
九
四
八
）

王
晉
卿
が
詔
を
奉
じ
て
高
麗
の
宴
射
を
押
る
に
次
韻
す
（
一
九
四
九
）

銭
穆
父
・
王
仲
至
が
同
に
田
曹
の
梅
花
を
賞
づ
る
に
次
韻
す
（
一
九
五
〇
）

襄
陽
の
従
事
李
友
諒
が
銭
塘
に
帰
る
を
送
る
（
一
九
五
一
）

呉
伝
正
が
「
枯
木
の
歌
」
に
次
韻
す
（
一
九
五
二
）

一
九
三
八
・
一
九
三
九
・
一
九
四
〇
（
施
三
三
―
二
三
・
二
四
・
二
五
）

次　

秦
少
游
王
仲
至
元
日
立
春
三
首

秦し
ん

少
し
よ
う

游ゆ
う

・
王お

う

仲
ち
ゆ
う

至し

が
「
元が

ん
じ
つ日

立り
つ

春し
ゆ
ん」

に
次じ

韻い
ん

す　

三さ
ん

首し
ゆ

一
九
三
八
（
施
三
三
―
二
三
）

そ
の
一

1　

省
事
天
公
厭
兩
回 

 
 

事こ
と

を
省は

ぶ

く
天て

ん

公こ
う　

両
り
よ
う

回か
い

を
厭い

と

い

2　

新
年
春
日
併
相
催 

 
 

新し
ん
ね
ん年　

春
し
ゆ
ん

日じ
つ　

併あ
わ

せ
て
相あ

い

催も
よ
おす

3　

殷
勤
更
下
山
陰
雪 

 
 

殷い
ん

勤ぎ
ん

に
更さ

ら

に
山さ

ん
い
ん陰

の
雪ゆ

き

を
下く

だ

し
て

4　

要
與
梅
花
作
伴
來 

 
 

梅ば
い

花か

の
与た

め

に
伴は

ん

を
作な

し
て
来き

た
る
を
要よ

う

す

元
祐
八
年
（
一
〇
九
三
）、
五
十
八
歳
の
作
。

○
秦
少
游　

秦
観
（
一
〇
四
九
―
一
一
〇
〇
）。
少
游
は
そ
の
字

あ
ざ
な

。
蘇
軾
「
秦
観
秀
才
が
贈
ら
る
る
に
次
韻
す
。
秦
は
孫
莘
老
・
李
公
択

と
甚
だ
熟
す
、
将
に
京
に
入
っ
て
挙
に
応
ぜ
ん
と
す
」
詩
の
詩
題
の
注
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
四
冊
五
九
二
頁
）
を
参
照
。
〇
王
仲
至　
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三

王
欽
臣
の
こ
と
。
仲
至
は
そ
の
字
。「
葉
公
秉
・
王
仲
至
和
せ
ら
る
、次
韻
し
て
之
に
答
う
」
詩
（『
蘇
軾
詩
注
解
（
一
）』）
の
注
を
参
照
。

秦
観
の
元
の
詩
（「
元
日
立
春　

三
絶
」）
は
、『
淮
海
集
』
巻
一
〇
に
収
め
る
。
王
欽
臣
の
元
の
詩
は
伝
わ
ら
な
い
。

1
○
省
事　

『
晉
書
』
荀
勖
伝
に
、「
吏
を
省
く
は
官
を
省
く
に
如
か
ず
、
官
を
省
く
は
事
を
省
く
に
如
か
ず
、
事
を
省
く
は
心
を
清
む
る

に
如
か
ず
」
と
あ
る
。
2
○
新
年
春
日　

元
祐
八
年
の
元
日
が
立
春
と
重
な
っ
た
こ
と
を
い
う
。
3
〇
殷
勤　

ね
ん
ご
ろ
に
。
○
山
陰
雪　

山
陰
は
県
名
で
、
今
の
紹
興
市
（
浙
江
省
）
に
あ
っ
た
。『
世
説
新
語
』
任
誕
篇
に
、「
王
子
猷　

山
陰
に
居
り
し
と
き
、
夜
大
い
に
雪
ふ

る
…
…
」
と
い
う
、
王
徽
之
が
雪
の
夜
に
戴
逵
を
訪
ね
た
が
、
途
中
で
興
が
尽
き
て
引
き
返
し
た
故
事
が
知
ら
れ
る
。

　

天
帝
は
手
間
を
省
く
た
め
二
回
に
分
か
つ
こ
と
を
嫌
い
、
新
年
と
立
春
と
を
合
わ
せ
て
同
じ
日
に
し
た
。
そ
の
上
懇ね

ん
ごろ

に
山
の

陰き
た

に
雪
を
降
ら
せ
て
、
梅
の
花
と
連
れ
合
い
に
な
る
よ
う
に
さ
せ
た
。

一
九
三
九
（
施
三
三
―
二
四
）

そ
の
二

1　

己
卯
嘉
辰
壽
阿
同＊ 

 
 

己き

卯ぼ
う

の
嘉か

辰し
ん　

阿あ

同ど
う

を
寿

こ
と
ほ

ぐ

2　

願
渠
無
過
亦
無
功 

 
 

願ね
が

わ
く
は　

渠か

れ
過

あ
や
ま

ち
無な

く
亦ま

た
功こ

う

も
無な

か
ら
ん
こ
と
を

3　

明
年
春
日
江
湖
上 

 
 

明め
い

年ね
ん　

春
し
ゆ
ん

日じ
つ　

江こ
う

湖こ

の
上

ほ
と
り

4　

回
首
觚
稜
一
夢
中 

 
 

首こ
う
べを

回め
ぐ

ら
さ
ば　

觚こ

稜り
よ
う

　

一い
ち

夢む

の
中う

ち

〔
原
注
〕
子
由
一
字
同
叔
元
日
己
卯
渠
本
命
也
（
子し

由ゆ
う　

一い
つ

に
同ど

う

叔し
ゆ
くと

字
あ
ざ
な

す
。
元が

ん

日じ
つ

己き

卯ぼ
う

は
、
渠か

れ

の
本ほ

ん

命め
い

な
り
）

1
○
己
卯
一
句　

阿
同
は
、
蘇
轍
の
こ
と
。
彼
の
字

あ
ざ
な

は
子
由
だ
が
、
別
に
同
叔
の
字
も
あ
っ
た
。
3
○
江
湖
上　

こ
の
頃
、
蘇
軾
が
越
州

を
乞
う
て
許
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
と
関
わ
り
が
あ
ろ
う
。『
蘇
軾
年
譜
』
下
冊
一
〇
九
四
頁
、
元
祐
八
年
六
月
甲
寅
（
初
八
日
）
の
条
を
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四

参
照
。
4
○
觚
稜　

建
物
の
屋
根
の
高
く
尖と

が

り
出
た
か
ど
。
立
派
な
宮
殿
な
ど
を
さ
す
こ
と
が
多
い
。
班
固
「
西
都
の
賦
」（『
文
選
』
巻

一
）
に
、「
璧
門
の
鳳
闕
を
設
け
、
上
は
觚
稜
し
て
金
爵
を
棲す

ま
し
む
」
と
あ
る
。
ま
た
、
杜
牧
「
杜と

秋
し
ゆ
う

娘
じ
よ
う

詩
」（『
樊
川
文
集
』
巻
一
）

に
、「
觚
稜　

斗
極
を
払
い
、首
を
廻
ら
し
て
尚
お
遅
遅
た
り
」
と
あ
る
。〔
原
注
〕　

1
句
の
注
を
参
照
。
本
命
は
、生
ま
れ
た
年
の
干
支
。

『
三
国
志
』
魏
書
・
管
輅
伝
に
、「
又
た
吾
が
本
命
は
寅
に
在
り
、
加
え
て
月
食
の
夜
に
生
ま
る
」
と
あ
る
。
白
居
易
「
七
年
元
日
、
酒
に

対
す　

五
首
」
そ
の
四
（『
白
居
易
集
䇳
校
』
巻
三
一
）
に
、「
夢
得　

君
知
る
や
否
や
、
俱
に
本
命
の
年
を
過
ぐ
る
を
」（
夢
得
は
劉
禹

錫
の
字
、
白
居
易
と
同
じ
歳
で
、
大
暦
七
年
壬
子
の
生
ま
れ
）
と
あ
る
。

　

今
年
の
元
日
は
子
由
の
生
ま
れ
年
の
干
支
と
同
じ
く
「
己
卯
」
な
の
で
祝
お
う
。
彼
に
願
う
は
た
だ
過
失
も
功
労
も
な
い
こ
と

だ
。
来
年
の
春
に
な
っ
て
越え

つ

の
地
に
行
き
、（
都
の
）
宮
殿
を
振
り
返
っ
て
見
れ
ば
ま
る
で
夢
の
よ
う
だ
ろ
う
。

一
九
四
〇
（
施
三
三
―
二
五
）

そ
の
三

1　

詞
鋒
雖
作
楚
騷
寒 

 
 

詞し

鋒ほ
う　

楚そ

騒そ
う

の
寒か

ん

を
作な

す
と
雖

い
え
ど

も

2　

德
意
還
同
漢
詔
寬 

 
 

徳と
く

意い　

還ま

た
漢か

ん

詔し
よ
うの

寛か
ん

に
同お

な

じ

3　

好
遣
秦
郞
供
帖
子 

 
 

好よ

し　

秦し
ん
ろ
う郎

を
し
て
帖

ち
よ
う

子し

を
供

き
よ
う

せ
し
め

4　

盡
驅
春
色
入
毫
端＊ 

 
 

尽
こ
と
ご
とく

春
し
ゆ
ん
し
よ
く

色
を
駆か

っ
て
毫ご

う

端た
ん

に
入い

れ
ん

〔
原
注
〕
立
春
日
翰
林
學
士
供
詩
帖
子
（
立り

つ

春し
ゆ
んの

日ひ

、
翰か

ん

林り
ん

学が
く

士し

は
詩し

帖
ち
よ
う

子し

を
供

き
よ
う

す
）

1
○
詞
鋒　

文
章
や
議
論
が
ほ
こ
さ
き

0

0

0

0

の
よ
う
に
鋭
い
こ
と
。
陳
・
徐
陵
「
楊よ

う

僕ぼ
く

射や

に
与
う
る
書
」（『
徐
孝
穆
集
』
巻
四
）
に
、「
足
下　

素も

と
詞
鋒
に
挺ぬ

き

ん
で
、兼
ね
て
理
窟
に
長
ず
」
と
あ
る
。
○
楚
騒　

『
楚
辞
』「
離
騒
」
の
こ
と
。
梁
・
裴
子
野
「
雕

ち
よ
う

虫
ち
ゆ
う

論ろ
ん

」（『
文
苑
英
華
』
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五

巻
七
四
二
）
に
、「
悱ひ

惻そ
く

せ
る
芬ふ

ん

芳ぽ
う

の
若ご

と

き
は
、
楚
騒　

之
が
祖
と
為
す
」
と
あ
る
。
2
〇
徳
意　

天
子
が
国
民
に
恩
徳
を
施
す
心
。『
周

礼
』
秋
官
「
掌
交
」
に
、「
王
の
徳
意
・
志
慮
を
道い

い
て
、咸

あ
ま
ね

く
王
の
好
悪
を
知
ら
し
む
」
と
あ
る
。
○
漢
詔　

漢
帝
の
詔
書
。『
後
漢
書
』

礼
儀
志
に
、「
立
春
の
日
、
寛
大
の
書
を
下
し
て
曰
く
、「
詔
を
三
公
に
制
す
」」
と
あ
る
。
3
〇
好
遣
一
句　

秦
郎
は
、
秦
観
の
こ
と
。

宋
の
朝
廷
で
は
、
立
春
な
ど
時
候
の
節
目
に
翰
林
学
士
ら
が
祝
賀
の
詩
を
作
っ
た
。
こ
れ
を
帖
子
詞
と
称
し
、
詩
型
は
五
言
絶
句
、
ま
た

は
七
言
絶
句
が
多
い
（
清
・
趙
翼
『
陔
餘
叢
考
』
巻
二
四
「
帖
子
詞
」）。
王
文
誥
は
、
当
時
の
宰
相
呂り

よ

大た
い

防ぼ
う

に
は
、
す
で
に
秦
観
を
翰
林

院
に
推
挙
す
る
意
図
が
あ
っ
た
と
す
る
。
4
○
毫
端　

筆
先
。
〇
〔
原
注
〕　

3
句
の
注
を
参
照
。

　

言
葉
遣
い
は
屈
原
の
離
騒
の
よ
う
に
厳
し
い
け
れ
ど
も
、
今
上
の
ご
恩
恵
に
は
漢
代
の
立
春
詔
書
の
よ
う
な
寛
容
さ
が
あ
る
。

も
し
も
秦
観
ど
の
に
祝
賀
の
詩
を
書
く
機
会
を
あ
た
え
る
な
ら
、
無
辺
の
春
景
色
を
す
べ
て
筆
に
込
め
て
表
現
す
る
だ
ろ
う
。

一
九
四
一
・
一
九
四
二
・
一
九
四
三
（
施
三
三
―
二
六
・
二
七
・
二
八
）

上
元
侍
飮
樓
上
三
首
呈
同
列

上
じ
よ
う

元げ
ん

に
楼ろ

う

上じ
よ
うに

侍じ

飲い
ん

す　

三さ
ん

首し
ゆ

。
同ど

う

列れ
つ

に
呈て

い

す

一
九
四
一
（
施
三
三
―
二
六
）

そ
の
一

1　

澹
月
疏
星
繞　
　

 
 

 

澹た
ん

月げ
つ　

疏そ

星せ
い　

建け
ん

章し
よ
うを

繞め
ぐ

る

2　

仙
風
吹
下
御
爐
香 

 
 

仙せ
ん

風ぷ
う　

吹ふ

き
下お

ろ
す　

御ぎ
よ

炉ろ

の
香こ

う

3　

侍
臣
鵠
立
通
明
殿 

 
 

侍じ

臣し
ん　

鵠こ
く

立り
つ

す　

通つ
う

明め
い

殿で
ん
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六

4　

一
朶
紅
雲
捧
玉
皇 

 
 

一い
ち

朶だ

の
紅こ

う

雲う
ん　

玉
ぎ
よ
く

皇こ
う

を
捧さ

さ

ぐ

元
祐
八
年
（
一
〇
九
三
）、
五
十
八
歳
の
作
。

○
上
元　

旧
暦
正
月
十
五
日
。
こ
の
日
の
夜
を
元
夜
・
元
宵
と
も
い
う
。
家
々
で
は
門
戸
を
祭
り
、
提
灯
を
つ
る
し
、
人
々
は
そ
れ
を
見

物
す
る
。
唐
代
以
後
そ
れ
が
習
俗
と
な
り
、
宋
代
に
入
る
と
汴
京
の
街
中
で
は
鮮
や
か
な
布
で
装
飾
し
た
提
灯
を
つ
る
し
、
前
後
一
日
ず

つ
を
加
え
た
三
日
間
を
盛
大
に
祝
っ
た
。
皇
帝
も
自
ら
足
を
運
ん
で
観
賞
し
、
群
臣
に
酒
を
飲
ま
せ
た
と
い
う
（『
宋
史
』
礼
志
）。『
続

資
治
通
鑑
長
編
』
元
祐
八
年
一
月
壬
辰
（
十
四
日
）
の
条
に
は
、「
宣
徳
門
に
御
し
、
従
臣
を
召
し
て
灯
を
観
せ
し
む
」
と
あ
り
、
時
の

天
子
哲
宗
も
自
ら
こ
の
行
事
に
加
わ
っ
て
い
た
。

1
○
建
章　

漢
代
の
宮
殿
の
名
。
武
帝
の
と
き
に
建
て
ら
れ
、
未び

央お
う

宮
の
西
、
長
安
城
外
に
あ
っ
た
（『
三
輔
黄
図
』
巻
二
「
漢
宮
」
建

章
宮
）。
の
ち
、
一
般
に
宮
殿
の
称
と
な
っ
た
。
唐
・
賈
至
「
大
明
宮
に
早
朝
し
、
両
省
の
僚
友
に
呈
す
」
詩
（『
全
唐
詩
』
巻
二
三
五
）

に
、「
千
条
の
弱
柳　

青
瑣
に
垂
れ
、
百
囀
の
流
鶯　

建
章
を
繞
る
」
と
あ
る
。
3
〇
鵠
立　

鵠
は
鳥
の
名
で
、
ク
グ
イ
、
ハ
ク
チ
ョ
ウ
。

鵠
立
と
は
、
ク
グ
イ
の
よ
う
に
首
を
伸
ば
し
、
足
を
つ
ま
立
て
て
待
ち
望
む
こ
と
。
○
通
明
殿　

道
教
で
、
天
帝
の
大
殿
の
こ
と
。「
楽が

く

著
作
が
「
天
慶
観
の
醮し

よ
う

」
に
次
韻
す
」
詩
（『
合
注
』
巻
二
〇
）
に
、「
上
に
通
明
殿
に
到
る
に
因よ

し

無
し
、
只
だ
微か

す

か
に
玉
珮
の
音
を
聞
く

を
許
す
の
み
」
と
あ
り
、
施
注
が
引
く
『
翊
聖
保
徳
伝
』
に
以
下
の
話
を
載
せ
る
。
建
隆
年
間
（
九
六
〇
―
六
三
）
の
初
め
、
鳳
翔
府

盩
ち
ゆ
う

厔ち
つ

県
（
陝
西
省
）
の
民
・
張
守
真
が
終
南
山
に
遊
ん
だ
と
こ
ろ
、
空
中
か
ら
彼
を
呼
ぶ
清
ら
か
な
声
が
聞
こ
え
、
そ
の
声
は
自
ら
を

玉
帝
（
天
帝
）
の
輔
神
と
称
し
た
。
あ
る
日
、
守
真
が
玉
帝
の
大
殿
に
朝
す
る
と
、
そ
の
扁
額
に
「
通
明
殿
」
と
あ
り
、
香
を
焚
い
て
そ

の
意
味
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
真
君
が
答
え
て
、「
上
帝
は
無
上
の
天
に
在
り
、
諸
天
の
尊
と
為
す
、
万
象
群
仙
、
臣
た
ら
ざ
る
者
無
し
、

常
に
金
殿
に
升
り
、
殿
の
光
明
、
帝
の
身
を
照
ら
す
、
身
の
光
明
、
金
殿
を
照
ら
す
、
光
明　

通
徹
し
て
、
照
ら
さ
ざ
る
所
無
し
、
故
に

通
明
殿
と
曰
う
」
と
言
っ
た
と
い
う
。
こ
こ
で
は
、
天
帝
を
天
子
に
、
通
明
殿
を
宋
の
宮
殿
に
比
す
る
。
4
○
玉
皇　

道
教
で
、
天
帝
の

こ
と
。
3
句
の
注
を
参
照
。

　

淡
い
月
と
ま
ば
ら
な
星
が
宮
殿
を
め
ぐ
り
、
天
上
の
仙
風
が
宮
中
の
香
り
を
吹
き
お
ろ
し
て
く
る
。
臣
下
た
ち
が
通
明
殿
に
直
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七

立
し
て
、
赤
い
雲
が
聖
上
を
取
り
巻
い
て
い
る
。

一
九
四
二
（
施
三
三
―
二
七
）

そ
の
二

1　

薄
雪
初
消
野
未
耕 

 
 

薄は
く

雪せ
つ　

初は
じ

め
て
消き

え
て　

野や　

未い
ま

だ
耕

た
が
や

さ
ず

2　

賣
薪
買
酒
看
升
平 

 
 

薪た
き
ぎを

売う

り
酒さ

け

を
買か

い
て
升

し
よ
う

平へ
い

を
看み

る

3　

吾
君
勤
儉
倡
優
拙 

 
 

吾わ

が
君き

み　

勤き
ん

倹け
ん

に
し
て　

倡
し
よ
う

優ゆ
う

拙つ
た
なし

4　

自
是
豐
年
有
笑
聲 

 
 

自
お
の
ず
から

是こ

れ
豊ほ

う

年ね
ん

に
し
て　

笑
し
よ
う

声せ
い

有あ

り

2
〇
売
薪
買
酒　

南
唐
・
沈し

ん

汾ふ
ん

『
続
仙
伝
』「
許
宣
平
」（『
太
平
広
記
』
巻
二
四
に
引
く
）
に
よ
れ
ば
、
唐
の
睿え

い

宗
の
こ
ろ
、
新
安
（
河

南
省
）
の
ひ
と
許
宣
平
は
、
い
つ
も
薪
の
売
り
上
げ
で
酒
を
買
い
、
酔
っ
て
歌
い
な
が
ら
帰
っ
た
。
そ
の
歌
は
、「
薪
を
負
い
て　

朝　

出
で
て
売
り
、
酒
を
沽か

い
て　

日　

西
し
て
帰
る
、
路
人　

何
処
に
帰
る
か
を
聞
く
莫
か
れ
、
白
雲
に
穿
ち
入
り
て
翠
微
に
行
か
ん
」
と

い
う
も
の
だ
っ
た
。
3
○
勤
倹　

仕
事
に
勤
め
て
暮
ら
し
を
つ
つ
ま
し
や
か
に
す
る
。
勤
勉
倹
約
。
〇
倡
優
拙　

倡
優
は
、
わ
ざ
お
ぎ
。

役
者
。『
史
記
』
范
雎
蔡
沢
列
伝
に
、「（
秦
）
昭
王
曰
く
、「
吾
れ
聞
く
、
楚
の
鉄
剣
は
利と

く
し
て
倡
優
は
拙
し
、
と
。
夫
れ
鉄
剣
利
け
れ

ば
則
ち
士
は
勇
に
、
倡
優
拙
け
れ
ば
則
ち
思
慮
は
遠
し
」
と
」
と
あ
る
。

　

う
っ
す
ら
と
積
も
っ
た
雪
が
融
け
た
ば
か
り
で
、
田
畑
は
ま
だ
耕
さ
れ
ず
、（
庶
民
た
ち
は
）
た
き
ぎ
を
売
っ
て
酒
を
買
う
な

ど
し
て
太
平
の
さ
ま
が
見
ら
れ
る
。
わ
が
陛
下
は
勤
勉
か
つ
倹
約
な
の
で
俳
優
の
技
倆
が
拙
く
と
も
、
豊
年
だ
か
ら
こ
そ
笑
い
声

が
あ
る
の
だ
。
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八

一
九
四
三
（
施
三
三
―
二
八
）

そ
の
三

1　

老
病
行
穿
萬
馬
羣 

 
 

老ろ
う

病び
よ
う

　

行ゆ

く
ゆ
く
穿う

が

つ　

万ば
ん

馬ば

の
群ぐ

ん

2　

九
衢
人
散
月
紛
紛 

 
 

九
き
ゆ
う

衢く　

人ひ
と　

散さ
ん

じ
て　

月つ
き　

紛ふ
ん

紛ぷ
ん

た
り

3　

歸
來
一
盞
殘
燈
在 

 
 

帰か
え

り
来き

た
れ
ば　

一い
つ

盞さ
ん　

残ざ
ん

燈と
う

在あ

り

4　

猶
有
傳
柑
遺
細
君＊ 

 
 

猶な

お
伝で

ん

柑か
ん

の
細さ

い

君く
ん

に
遺お

く

る
有あ

り

〔
原
注
〕
侍
飮
樓
上
則
貴
戚
爭
以
黃
柑
遺
近
臣
謂
之
傳
柑
聽
攜
以
歸
蓋
故
事
也
（
楼ろ

う

上じ
ょ
うに

侍じ

飲い
ん

す
れ
ば
、
則

す
な
わ

ち
貴き

戚せ
き

爭あ
ら
そ

っ

て
黄こ

う

柑か
ん

を
以も

つ

て
近き

ん

臣し
ん

に
遺お

く

る
。
之こ

れ

を
伝で

ん

柑か
ん

と
謂い

い
、
携

た
ず
さ

え
て
以も

つ

て
帰か

え

る
を
聴ゆ

る

す
。
蓋け

だ

し
故こ

事じ

な
り
）

2
〇
九
衢
一
句　

九
衢
は
、
都
の
九
つ
の
大
路
。
衢
は
、
四
達
の
道
。
杜
甫
「
鄭
広
文
に
陪
し
て
何
将
軍
の
山
林
に
遊
ぶ　

十
首
」（『
杜

詩
詳
注
』
巻
二
）
そ
の
九
に
、「
絺ち

衣い　

蘿ら

薜へ
い

に
掛
く
、
涼
月　

白
く
し
て
紛
紛
た
り
」
と
あ
る
。
白
居
易
「
雪
雨ふ

り
朝
を
放
つ
、
因
っ

て
微
之
を
懐お

も

う
」
詩
（『
白
居
易
集
箋
校
』
巻
一
四
）
に
、「
帰
騎　

紛
紛
と
し
て
九
衢
に
満
つ
、放
朝
三
日　

泥
塗
の
為た

め

な
り
」
と
あ
る
。

3
〇
残
燈　

燃
え
尽
き
か
け
た
と
も
し
び
。
白
居
易
「
秋
房
の
夜
」
詩
（『
白
居
易
集
箋
校
』
巻
一
九
）
に
、「
水
窓　

席　

冷
や
や
か
に

し
て　

未
だ
臥
す
る
能
わ
ず
、
残
燈
を
挑

か
き
た

て
尽
く
し
て　

秋
夜
長
し
」
と
あ
る
。
4
○
猶
有
一
句　

細
君
は
前
漢
の
東
方
朔
の
妻
の
名
。

の
ち
、
自
分
の
妻
の
謙
称
。『
漢
書
』
東
方
朔
伝
に
よ
れ
ば
、
夏
日
、
武
帝
が
群
臣
に
肉
を
食
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
東
方
朔
が
剣
で
肉
を
切
り
、

持
っ
て
帰
っ
た
と
告
発
さ
れ
た
。
武
帝
に
責
め
ら
れ
た
東
方
朔
は
「
帰
っ
て
細
君
に
遺
る
、
又
た
何
ぞ
仁
な
る
や
」
と
答
え
た
。〔
原
注
〕　

故
事
は
、
も
と
と
な
っ
た
昔
の
事
柄
、
前
例
。『
漢
書
』
劉
向
伝
に
、「
是
の
時
、
宣
帝　

武
帝
の
故
事
に
循

し
た
が

い
、
名
儒
俊
才
を
招
選
し
て

左
右
に
置
く
」
と
あ
る
。

　

老
い
て
病
気
が
ち
な
私
は
大
勢
の
車
馬
の
間
を
縫
っ
て
出
か
け
て
行
き
、
い
ま
都
大
路
で
は
人
が
散
じ
て
、
あ
ち
こ
ち
に
月
の
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九

光
が
照
り
映
え
て
い
る
。
家
に
帰
っ
た
ら
明
か
り
が
ぽ
つ
ん
と
灯
っ
て
お
り
、幸
い
に
賜
り
も
の
の
み
か
ん
を
妻
に
あ
げ
ら
れ
た
。

 

（
担
当　

蔡　

毅
）

一
九
四
五
（
施
三
三
―
二
八
）

送
蔣
穎
叔
帥
熙
河
幷
引

蔣し
よ
う

穎え
い

叔し
ゆ
くが

熙き

河か

に
帥す

い

た
る
を
送お

く

る　

幷な
ら

び
に
引い

ん

穎
叔
出
使
臨
洮
、
軾
與
穆

仲
至
同
餞
之
、
各
賦
詩
一
篇
、
以
「
今
我
來
思
」
爲　

、
致
遄
歸
之
意
。
軾
得
「
我
」
字
。

穎え
い

叔し
ゆ
く

　

出い

で
て
臨り

ん

洮と
う

に
使

つ
か
い

し
、
軾

し
よ
く　

穆ぼ
く

父ほ

・
仲

ち
ゆ
う

至し

と
同と

も

に
之こ

れ

に
餞

は
な
む
けす

、
各お

の

お
の
詩し

一い
つ

篇ぺ
ん

を
賦ふ

す
、「
今い

ま　

我わ

れ
来き

た
り
」
を
以も

つ

て

韻い
ん

と
為な

し
、
遄ぜ

ん

帰き

の
意い

を
致い

た

す
。
軾

し
よ
く

は
「
我が

」
の
字じ

を
得え

た
り
。

元
祐
八
年
（
一
〇
九
三
）、
五
十
八
歳
の
作
。
時
に
都
の
開か

い

封ほ
う

（
河
南
省
）
に
在
っ
た
。

○
蔣
穎
叔　

蔣
之し

奇き

の
こ
と
。
穎
叔
は
そ
の
字

あ
ざ
な

。『
蘇
軾
詩
注
解
（
二
十
四
）』
に
収
め
る
作
品
番
号
一
九
〇
六
の
詩
題
の
注
を
参
照
。
○

帥
熙
河　

帥
は
、
率
い
る
こ
と
。
熙
河
は
、
熙
州
・
河
州
。
熙
河
路
。
西
夏
の
南
辺
と
境
を
接
す
る
一
帯
。
今
の
甘
粛
省
蘭
州
市
と
青
海

省
西
寧
市
の
中
間
地
帯
。
こ
の
前
年
（
元
祐
七
年
）
十
月
、
蔣
穎
叔
は
知
熙
州
に
任
命
さ
れ
た
。『
蘇
軾
詩
注
解
（
二
十
六
）』
に
収
め
る

作
品
番
号
一
九
三
一
の
詩
に
「
今こ

ん

朝ち
よ
う

　

安
西
の
守
、
来
た
っ
て
陽
関
の
曲
を
聴
く
」
と
詠
じ
ら
れ
る
。
そ
の
注
を
参
照
。
○
臨
洮　

臨
洮

は
、
臨
洮
城
。
熙
州
・
河
州
の
南
方
に
あ
る
。
○
穆
父　

銭せ
ん

勰き
よ
うの

こ
と
。
穆
父
は
そ
の
字

あ
ざ
な

。『
蘇
軾
詩
注
解
（
三
）』
に
収
め
る
作
品
番
号

一
六
一
六
の
詩
題
の
注
を
参
照
。
○
仲
至　

王お
う

欽き
ん

臣し
ん

の
こ
と
。
仲
至
は
そ
の
字

あ
ざ
な

。『
蘇
軾
詩
注
解
（
一
）』
に
収
め
る
作
品
番
号
一
六
〇
二

の
詩
題
の
注
を
参
照
。
○
今
我
来
思
為
韻　

今
我
来
思
は
、『
詩
経
』
小
雅
（
鹿
鳴
之
什
）「
采
薇
」
第
六
章
の
、
兵
士
の
出
征
と
帰
還
と

を
う
た
っ
た
一
句
に
「
昔　

我
れ
往
く
、
楊
柳
依
依
た
り
、
今　

我
れ
来
た
り
、
雨
雪
霏ひ

霏ひ

た
り
」（「
思
」
は
、
語
調
を
と
と
の
え
る
た

め
に
句
末
に
置
か
れ
る
助
字
）
と
あ
り
、
詩
の
小
序
に
「
采
薇
は
、
戍
役
を
遣や

る
な
り
」
と
あ
る
。
蔣
穎
叔
を
送
別
す
る
席
で
、
同
座
の
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一
〇

者
三
名
（
蘇
軾
・
銭
勰
・
王
欽
臣
）
に
「
今
我
来
思
」
の
う
ち
助
字
の
「
思
」
を
除
く
一
字
ず
つ
を
詩
の
韻
と
し
て
配
っ
て
詩
を
作
る
こ

と
に
な
り
、
蘇
軾
は
「
我
」（
上
声
二
十
哿
）
を
韻
と
し
て
配
ら
れ
た
。
本
詩
の
第
2
句
の
韻
に
「
我
」
が
配
さ
れ
て
い
る
。
分
韻
の
詩

の
作
法
に
つ
い
て
は
『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
二
册
一
三
頁
を
参
照
。
○
遄　

速
や
か
な
こ
と
。『
詩
経
』
鄘
風
「
相
鼠
」
に
「
人
に
し
て
礼

無
く
ば
、
胡な

ん

ぞ
遄す

み

や
か
に
死
せ
ざ
る
」
と
あ
り
、
毛
伝
に
「
遄
は
、
速
な
り
」
と
あ
る
。

　

穎
叔
が
知
事
と
し
て
臨
洮
に
赴
く
こ
と
と
な
り
、
私
は
、
穆
父
・
仲
至
と
と
も
に
送
別
の
宴
を
催
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
詩
一
篇
を

作
り
、『
詩
経
』
の
「
今
我
来
思
（
今　

我
れ
来
た
り
）」
を
分
韻
し
て
、
早
く
帰
還
で
き
る
よ
う
に
と
い
う
願
い
を
伝
え
た
。
私

は
「
我が

」
の
韻
で
詠
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

1　

西
方
猶
宿
師 

 
 

西せ
い

方ほ
う　

猶な

お
師し

を
宿

し
ゆ
く

す
も

2　

論
將
不
及
我 

 
 

将し
よ
うを

論ろ
ん

じ
て
我わ

れ

に
及お

よ

ば
ず

3　

苟
無
深
入
計 

 
 

苟い
や
しく

も
深ふ

か

く
入い

る
の
計け

い

無な

く
し
て

4　

緩
帶
我
亦
可 

 
 

緩か
ん

帯た
い

な
ら
ば
我わ

れ

も
亦ま

た

た
可か

な
り

5　

承
明
正
須
君 

 
 

承
し
よ
う

明め
い　

正ま
さ

に
君き

み

を
須も

ち

う
れ
ば

6　

文
字
粲

火 
 

 

文も
ん

字じ　

藻そ
う

火か

粲さ
ん

た
り

7　

自　

雖
云
數 

 
 

自み
ず
から

薦す
す

む
る
こ
と
云こ

こ

に
数し

ば

し
ば
す
と
雖

い
え
ど

も

8　

留
行
終
不
果 

 
 

行こ
う

を
留と

ど

む
る
こ
と
終つ

い

に
果は

た
さ
ず

9　

正
坐
喜
論
兵 

 
 

正ま
さ

に
喜

よ
ろ
こ

ん
で
兵へ

い

を
論ろ

ん

ず
る
に
坐つ

み

せ
ら
れ

10　

臨
老
付
邊
鎻 

 
 

老お

い
に
臨の

ぞ

ん
で
辺へ

ん

鎖さ

に
付ふ

せ
ら
る

11　

新
詩
出
談
笑 

 
 

新し
ん

詩し　

談だ
ん

笑し
よ
うに

出い

だ
し
て
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一
一

12　

僚
友
困
掀
簸 

 
 

僚
り
よ
う

友ゆ
う　

掀き
ん

簸ば

に
困く

る

し
む

13　

我
欲
歌
杕
杜 

 
 

我わ

れ
杕て

い

杜と

を
歌う

た

わ
ん
と
欲ほ

つ

す

14　

楊
柳
方
婀
娜 

 
 

楊よ
う

柳り
ゆ
う

　

方ま
さ

に
婀あ

娜だ

た
り

15　

邊
風
事
首
虜 

 
 

辺へ
ん

風ぷ
う　

首し
ゆ

虜り
よ

を
事こ

と

と
す
る
も

16　

所
得
蓋
么
麼 

 
 

得う

る
所

と
こ
ろ

は
蓋け

だ

し
么よ

う

麼ま

17　

願
爲
魯
連
書 

 
 

願ね
が

わ
く
ば
魯ろ

連れ
ん

が
書し

よ

を
為な

し
て

18　

一
射
聊
城
笴 

 
 

一ひ
と

た
び
聊

り
よ
う

城じ
よ
うの
笴か

を
射い

ん

19　

陰
功
在
不
殺 

 
 

陰い
ん

功こ
う

は
殺こ

ろ

さ
ざ
る
に
在あ

り

20　

結

酬
魏
顆 

 
 

草く
さ

を
結む

す

ん
で
魏ぎ

顆か

に
酬こ

た

う

1
○
西
方
一
句　

西
方
は
、
宋
と
西
夏
と
の
辺
境
一
帯
を
指
し
、
詩
題
に
見
え
る
煕
河
を
含
む
。
宿
は
、
長
く
留
ま
る
こ
と
。『
漢
書
』

韓
安
国
伝
に
「
孝こ

う

文ぶ
ん　

兵
の
宿
す
べ
か
ら
ざ
る
を
寤さ

と

る
」
と
あ
り
、顔
師
古
の
注
に
「
宿
は
、久
し
く
留
ま
る
な
り
」
と
あ
る
。
一
句
は
、

西
夏
と
の
辺
境
防
備
の
た
め
に
軍
隊
が
駐
留
す
る
情
勢
が
長
く
続
い
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
3
○
深
入　

敵
地
に
深
く
攻
め
入
る

こ
と
。『
漢
書
』
李
陵
伝
に
「
武
帝
以
て
（
李
）
広こ

う

の
風
有
り
と
為
し
、
将
八
百
騎
を
し
て
、
深
く
匈
奴
に
入
ら
し
む
る
こ
と
二
千
余
里
」

と
あ
る
。
4
○
緩
帯
一
句　

緩
帯
は
、
帯
を
ゆ
る
め
る
。
く
つ
ろ
ぐ
さ
ま
。『
春
秋
穀
梁
伝
』
文
公
十
八
年
に
「
一い

ち

人に
ん

に
子
有
れ
ば
、
三

人
緩
帯
な
り
」
と
あ
る
。
一
句
は
、
も
し
西
夏
と
の
関
係
に
差
し
迫
っ
た
心
配
が
な
く
の
ん
び
り
し
た
情
勢
な
ら
ば
、
自
分
（
蘇
軾
）
で

も
西
辺
守
備
の
任
は
務
ま
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
述
べ
る
。
5
○
承
明　

承
し
よ
う

明め
い

廬ろ

の
こ
と
。
漢
代
、
宮
殿
の
そ
ば
に
あ
っ
て
、
近
臣
の

宿
直
す
る
場
所
で
あ
っ
た
。
蘇
軾
「
銭
藻
が
出
で
て
婺
州
に
守
た
る
を
送
る
、英
の
字
を
得
た
り
」
詩
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
二
册
四
八
頁
）

の
注
を
参
照
。
こ
こ
で
は
朝
廷
を
い
う
。
6
○
文
字
一
句　

文
字
は
、
詩
文
。
藻
火
は
、
水
藻
や
焔

ほ
の
お

の
文
様
。
藻
や
焔
を
図
案
化
し
て
衣

服
に
刺
繍
し
た
も
の
。『
尚
書
』
益
稷
に
「
宗
彝
、
藻
火
、
粉
米
、
黼
黻
、
絺
繍
」
と
あ
り
、
孔
伝
に
「
藻
は
水
草
の
文
有
る
者
な
り
。
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一
二

火
は
火
宇
た
り
」と
あ
る
。
一
句
は
、蔣
穎
叔
の
詩
文
が
見
事
で
鮮
や
か
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
。
7 

8
○
自
薦
・
留
行
二
句　

二
句
は
、

蘇
軾
が
蔣
穎
叔
を
朝
廷
の
任
に
与
か
る
べ
き
人
物
と
し
て
推
し
て
き
た
が
果
た
せ
ず
、煕
州
へ
の
赴
任
を
止
め
ら
れ
な
か
っ
た
と
述
べ
る
。

『
四
河
入
海
』
巻
二
二
の
二
に
引
く
一
韓
智
翃
の
聞
書
に
「
自
（
ノ
）
字
ハ
、
坡
自
（
ラ
）
ナ
リ
」
と
あ
り
、
ま
た
「
我
レ
此
（
ノ
）
間
、

天
子
ヘ
書
ヲ
献
納
シ
テ
数シ

バ

シ
バ
穎
叔
ハ
朝
廷
宗
廟
ノ
上
ニ
ア
ラ
バ
ヨ
カ
ラ
ン
人
也
ト
申
セ
ド
モ
、
其
ノ
言
用
（
イ
）
ラ
レ
ズ
シ
テ
、
遂
ニ

煕
河
ニ
赴
（
ク
）
程
ニ
、
行こ

う

ヲ
留
（
ム
レ
）
ド
モ
終つ

い

ニ
果
タ
サ
ズ
シ
テ
、
ユ
カ
ル
ル
ゾ
」
と
あ
る
。
7
句
の
雖
を
誰
に
作
る
テ
キ
ス
ト
も

あ
り
、そ
の
場
合
は
「
自
ら
薦
む
る
こ
と
誰な

ん

ぞ
云こ

こ

に
数し

ば

し
ば
せ
ん
」
と
訓
読
し
、蔣
穎
叔
が
自
ら
を
朝
廷
に
薦
め
る
と
い
う
意
と
な
る
が
、

今
、
こ
の
説
は
取
ら
な
い
。
瑞
渓
周
鳳
の
説
に
「
今　

穎
叔　

自
薦
せ
ざ
る
な
り
」
と
あ
る
。
9 

10
○
正
坐
・
臨
老
二
句　

臨
老
は
、
老

境
に
入
ら
ん
と
す
る
こ
と
。
蔣
穎
叔
の
生
年
は
天
聖
八
年
（
一
〇
三
一
）、
こ
の
時
、
六
十
三
歳
で
あ
っ
た
。
辺
鎖
は
、
辺
境
の
要
所
の

意
か
。
鎖
を
瑣
に
作
る
テ
キ
ス
ト
も
あ
る
が
、
瑣
と
鎖
は
通
じ
る
。
二
句
は
、
蔣
穎
叔
が
、
老
境
に
入
っ
て
西
の
辺
境
煕
州
の
知
事
に
任

じ
ら
れ
た
の
は
、
蔣
穎
叔
が
日
頃
、
好
ん
で
軍
事
を
論
じ
る
の
が
災
い
し
た
の
だ
と
述
べ
る
。
瑞
渓
周
鳳
の
説
に
「
此
（
ノ
）
以
下
ノ
二

句
、
言
（
フ
コ
コ
ロ
）
ハ
、
穎
叔　

平
生
喜
ン
デ
兵
事
ヲ
論
ズ
、
此
ニ
坐
シ
テ
遂
ニ
辺
塞
ヲ
授
ケ
ラ
ル
ル
ナ
リ
」
と
あ
る
。
11
○
新
詩
一

句　

新
詩
は
、
作
っ
た
ば
か
り
の
詩
。
蘇
軾
の
詩
に
は
、
し
ば
し
ば
新
詩
と
い
う
語
が
見
え
る
。『
蘇
軾
詩
注
解
（
十
六
）』
に
収
め
る
作

品
番
号
一
八
一
七
の
詩
の
注
を
参
照
。
一
句
は
、
蔣
穎
叔
が
談
笑
の
間
に
た
や
す
く
詩
を
作
る
こ
と
を
述
べ
る
。
12
○
掀
簸　

あ
お
り
あ

げ
る
。
韓
愈
「
瀧そ

う

吏り

」
詩
（『
韓
昌
黎
集
』
巻
六
）
に
、「
颶
風　

時
有
っ
て
作お

こ

り
、
掀
簸　

真
に
事
を
差た

ご

う
」
と
あ
る
。
ま
た
、
蘇
轍
「
飲

酒 

量
を
過
ご
し
て
肺
疾
復
た
作お

こ

る
」
詩
（『
欒
城
集
』
巻
一
〇
）
に
「
歌
吟　

嘲
謔
を
雑ま

じ

え
、
笑
語　

掀
簸
を
争
う
」
と
あ
る
。
13
○
我

欲
一
句　

杕
杜
は
、
凱
旋
を
労

ね
ぎ
ら

う
歌
。『
詩
経
』
小
雅
の
詩
篇
の
名
で
、
そ
の
小
序
に
「
役
よ
り
還
る
を
労

ね
ぎ
ら

う
な
り
」
と
あ
る
。
一
句
は
、

西
の
最
前
線
の
知
事
に
赴
く
蔣
穎
叔
を
遠
征
に
赴
く
兵
に
擬
し
て
、
任
を
終
え
て
都
へ
帰
還
す
る
際
に
は
、
慰
労
の
歌
を
歌
い
ま
し
ょ
う

と
述
べ
て
、
そ
の
無
事
を
祈
っ
て
い
る
。
14
○
楊
柳　

や
な
ぎ
の
総
称
。
旅
立
つ
人
を
送
る
時
に
、
柳
の
枝
を
手
折
っ
て
手
渡
す
な
ら
わ

し
が
よ
く
知
ら
れ
る
の
を
は
じ
め
、
本
詩
の
引
の
注
に
引
く
『
詩
経
』「
采
葛
」
の
詩
に
楊
柳
が
歌
わ
れ
る
よ
う
に
、
古
来
、
楊
柳
は
旅

立
ち
（
別
離
）
の
情
景
を
象
徴
す
る
。
○
婀
娜　

し
な
や
か
で
美
し
い
さ
ま
。
白
居
易
「
厳げ

ん

十
八
郎
中　

郡
に
在
り
し
日
、
東
南
の
楼
を

改
め
制
し
て
、因
り
て
清
輝
と
名
づ
く
。
…
…
」
詩
（『
白
居
易
集
箋
校
』
巻
八
）
に
「
院
柳　

烟
け
む
り　

婀あ

娜だ

た
り
、簷
花　

雪　

霏ひ

微び

た
り
」
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一
三

と
あ
る
。
15
○
辺
風　

辺
境
の
風
。
北
斉
の
蕭
愨
「
上
之
回
」（『
文
苑
英
華
』
巻
二
一
〇
）
に
「
朔
路　

清
警
を
伝
え
、
辺
風　

画
旒
を

巻
く
」
と
あ
る
。
ま
た
、
李
白
「
白
鷹
を
放
つ
を
観
る　

二
首
」
そ
の
一
（『
李
太
白
全
集
』
巻
二
四
）
に
「
八
月　

辺
風
高
く
、
胡
鷹　

錦
毛
白
し
」
と
あ
る
。
〇
首
虜　

首
級
と
捕
虜
。
捉
え
た
敵
の
数
。『
荀
子
』
儒
効
篇
に
「
蓋
し
（
紂
を
）
殺
す
者
は
周
人
に
非
ず
、
殷

人
に
因
る
な
り
。
故
に
首
虜
の
獲か

く

無
く
、
踏
難
の
賞
無
し
」
と
あ
る
。
16
○
么
麼　

微
小
な
こ
と
。
班
彪
「
王
命
論
」（『
文
選
』
巻

五
二
）
に
「
又
た
況い

わ

ん
や
么
麼　

数
子
に
及
ば
ず
、
而し

か

も
天
位
を
闇あ

ん

干か
ん

せ
ん
と
欲
す
る
者
を
や
」
と
あ
り
、
そ
の
李
善
注
に
引
く
『
通
俗

文
』
に
「
長
な
ら
ざ
る
を
么
と
曰
い
、
細
小
を
麼
と
曰
う
」
と
あ
る
。
17 

18
○
願
為
・
一
射
二
句　

魯
連
は
、
斉
の
魯
仲
連
の
こ
と
。
魯

仲
連
は
、斉
の
聊
城
に
立
て
籠
っ
た
燕
の
軍
隊
に
向
け
て
、書
簡
を
矢
に
つ
か
ね
て
送
っ
た
。
そ
の
書
簡
を
読
ん
だ
燕
将
が
自
決
し
た
後
、

斉
の
田
単
が
聊
城
を
奪
還
し
た
（『
史
記
』
魯
仲
連
伝
）。
笴
は
、
や
が
ら
。
二
句
は
、
矢
に
つ
か
ね
て
送
っ
た
書
簡
が
、
籠
城
を
破
る
き
っ

か
け
を
作
っ
た
よ
う
に
、
膠
着
し
た
局
面
を
交
渉
に
よ
っ
て
打
開
す
る
方
法
を
、
蘇
軾
が
蔣
穎
叔
に
勧
め
て
い
る
。
二
句
及
び
二
句
に
続

く
19 

20
句
は
、
15 

16
句
で
、
辺
境
の
運
営
に
お
い
て
成
果
と
見
な
さ
れ
が
ち
な
武
力
で
敵
を
圧
倒
す
る
方
法
を
、
取
る
に
足
ら
ぬ
も
の
と

し
た
見
方
と
通
底
し
て
い
る
。
19 
20
○
陰
功
・
結
草
二
句　

不
殺
は
、人
を
殺
さ
な
い
こ
と
。『
周
易
』
繋
辞
伝
上
に
「
古

い
に
し
えの

聡
明
叡
知
、

神
武
に
し
て
殺
さ
ざ
る
者
か
」
と
あ
る
。
二
句
は
、
春
秋
の
魏
顆
の
故
事
を
踏
ま
え
、
人
を
殺
さ
ず
し
て
生
か
し
た
な
ら
、
他
日
、
よ
い

結
果
を
も
た
ら
し
て
功
績
と
な
る
だ
ろ
う
と
、
蘇
軾
が
蔣
穎
叔
に
勧
め
て
い
る
。
蘇
軾
「
蔡
冠
卿
が
饒
州
に
知
た
る
を
送
る
」
詩
（『
蘇

東
坡
詩
集
』
第
二
册
二
二
三
頁
）
の
注
を
参
照
。

　

西
辺
で
は
依
然
と
し
て
軍
の
駐
留
が
続
い
て
お
り
、
将
軍
の
人
選
を
す
る
に
も
私
な
ど
は
候
補
に
も
さ
れ
ま
せ
ん
。
西
の
か
た

敵
地
の
奥
深
く
ま
で
攻
め
入
ろ
う
と
の
計
略
も
な
く
、
情
勢
が
落
ち
着
い
て
安
泰
な
ら
、
私
で
も
務
ま
る
の
で
し
ょ
う
が
。

　

朝
廷
の
承
明
殿
で
は
あ
な
た
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
、
そ
の
文
章
の
水
藻
や
焔
の
文
様
を
お
り
な
す
よ
う
な
見
事
さ
を
。
私
は

あ
な
た
を
朝
廷
で
活
躍
す
べ
き
人
物
と
し
て
た
び
た
び
推
し
て
き
ま
し
た
が
、
都
に
引
き
留
め
て
お
く
こ
と
は
つ
い
に
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
あ
な
た
が
好
ん
で
軍
事
を
議
論
な
さ
る
の
が
災
い
し
た
の
で
す
よ
、
老
境
に
入
っ
て
辺
境
要
害
の
地
に
遣
わ
さ
れ
る

と
は
。
あ
な
た
が
新
た
な
詩
を
談
笑
の
間
に
さ
さ
っ
と
作
っ
て
寄
こ
さ
れ
る
の
で
、
仲
間
た
ち
は
そ
れ
に
和
す
る
の
に
あ
た
ふ
た



297

蘇軾詩注解（二十七）

一
四

し
て
い
ま
す
。

　

は
や
く
あ
な
た
の
ご
帰
還
を
労

ね
ぎ
ら

う
「
杕て

い

杜と

」
の
詩
を
歌
い
た
い
も
の
で
す
、
今
ま
さ
に
楊
柳
が
し
な
や
か
に
そ
よ
い
で
あ
な
た

を
見
送
っ
て
い
ま
す
よ
。
辺
境
の
き
び
し
い
風
の
中
で
は
、
敵
の
首
の
数
が
す
べ
て
と
さ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
で
得
ら
れ
る
の
は
せ

い
ぜ
い
ち
っ
ぽ
け
な
戦
果
で
す
。
ど
う
か
魯
仲
連
の
書
簡
が
、
一
矢
に
託
し
て
放
つ
だ
け
で
聊
城
の
武
装
を
除
か
せ
た
よ
う
に
、

交
渉
に
よ
る
解
決
を
め
ざ
さ
れ
よ
。
陰
徳
と
い
う
も
の
は
人
命
を
奪
わ
な
い
こ
と
で
こ
そ
積
む
も
の
で
す
、
魏ぎ

顆か

の
徳
が
結
び
草

に
よ
っ
て
報
い
ら
れ
た
よ
う
に
、
必
ず
顕あ

き

ら
か
に
報
わ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

 

（
担
当　

原
田
直
枝
）

一
九
四
六
・
一
九
四
七
（
施
三
三
―
二
九
・
三
〇
）

再
送　

二
首

再ふ
た
たび

送お
く

る　

二に

首し
ゆ

一
九
四
六
（
施
三
三
―
二
九
）

そ
の
一

1　

使
君
九
萬
擊
鵬
鯤 

 
 

使し

君く
ん　

九
き
ゆ
う

万ま
ん　

鵬ほ
う

鯤こ
ん

撃う

ち

2　

肯
爲
陽
關
一
斷
魂 

 
 

肯あ
え

て
陽よ

う

関か
ん

の
為た

め

に
一ひ

と

た
び
魂

た
ま
し
いを

断た

た
れ
ん
や

3　

不
用
寛
心
九
千
里 

 
 

心こ
こ
ろを

九
き
ゆ
う

千せ
ん

里り

に
寛

く
つ
ろ

が
す
る
を
用も

ち

い
ず

4　

安
西
都
䕶
國
西
門 

 
 

安あ
ん

西せ
い

の
都と

䕶ご

は
国く

に

の
西せ

い

門も
ん
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一
五

元
祐
八
年
（
一
〇
九
三
）、
五
十
八
歳
の
作
。

○
再
送　

蔣
之
奇
（
字
は
潁
叔
）
が
熙
州
へ
知
事
と
し
て
赴
く
の
を
送
る
に
際
し
、
か
さ
ね
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
前
の
詩
（
作
品

番
号
一
九
四
五
）
の
詩
題
の
注
を
参
照
。
蔣
之
奇
に
つ
い
て
は
、
作
品
番
号
一
九
〇
六
「
蔣
穎
叔
・
銭
穆
父
が
景
霊
宫
に
従
駕
す
る
に
次

韻
す　

二
首
」
そ
の
一
（『
蘇
軾
詩
注
解
（
二
十
四
）』）
の
詩
題
の
注
を
参
照
。

1
○
使
君
一
句　

使
君
は
、
天
子
の
使

つ
か
い

と
し
て
熙
州
へ
赴
く
蔣
之
奇
を
指
す
。
鵬
鯤
は
、『
荘
子
』
逍
遥
遊
篇
に
み
え
る
何
千
里
あ
る
か

わ
か
ら
な
い
ほ
ど
の
大
魚
の
鯤こ

ん

と
、
そ
れ
が
変
身
し
九
万
里
の
高
み
に
舞
い
上
が
る
大
鳥
の
鵬ほ

う

の
こ
と
。
蘇
軾
「
試
官
の
考
較
を
促
し
て

戯
れ
に
作
る
」
詩
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
二
冊
三
五
〇
頁
）
に
「
鯤
鵬　

水
に
撃
つ　

三
千
里
、
組
練　

長
く
駆
る　

十
万
夫
」
と
銭
塘

江
の
潮
の
勢
い
を
表
わ
し
て
い
る
。
こ
こ
で
も
蔣
之
奇
が
辺
境
の
地
へ
向
か
う
勢
い
の
ほ
ど
を
示
す
。
2
○
陽
関　

陽
関
三
畳
と
称
さ
れ

る
別
れ
の
う
た
。「
孫そ

ん

莘し
ん

老ろ
う

が
贈
ら
る
る
に
次
韻
す
…
…
」
詩
の
注
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
二
冊
五
二
二
頁
）
を
参
照
。
蘇
軾
に
は
「
陽
関

の
詞　

三
首
」（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
四
冊
三
〇
六
頁
）
も
あ
る
。
3
○
寛
心　

心
を
ゆ
っ
た
り
と
く
つ
ろ
げ
る
こ
と
。
杜
甫
「
惜
し
む
可

し
」
詩
（『
杜
詩
詳
注
』
巻
一
〇
）
に
「
心
を
寛

く
つ
ろ

げ
る
は
応ま

さ

に
是こ

れ
酒
な
る
べ
く
、
興

き
ょ
う

を
遣や

る
は
詩
に
過
ぐ
る
は
莫
し
」
と
あ
る
。
○

九
千
里　

都
か
ら
安
西
ま
で
の
距
離
を
さ
す
。
白
居
易
「
西
涼
の
伎
」
詩
（『
白
居
易
集
箋
校
』
巻
四
）
に
「
平
時
の
安
西
は
万
里
の

疆さ
か
い、今こ
ん

日に
ち

の
辺
防
は
鳳
翔
に
在
り
」
と
い
う
。
ま
た
九
千
里
と
い
う
数
字
は
、宋
玉
「
楚
王
の
問
い
に
対こ

た

う
」（『
文
選
』
巻
四
五
）
に
「
故

に
鳥
に
鳳
有
り
て
、
魚
に
鯤
有
り
、
鳳
皇　

上か
み

九
千
里
に
撃
ち
、
雲う

ん

霓げ
い

を
絶
ち
、
蒼
天
を
負
い
、
杳よ

う

冥め
い

の
上
に
翺こ

う

翔し
よ
うす

」
と
あ
る
よ
う
に
、

鳳
凰
が
飛
翔
す
る
は
る
か
な
距
離
の
意
に
も
使
わ
れ
て
お
り
、
第
一
句
と
結
び
つ
け
て
蔣
之
奇
の
任
地
に
赴
く
勢
い
を
表
現
し
た
と
も
考

え
ら
れ
る
。
4
○
安
西
一
句　

安
西
都
護
は
、新
疆
の
ク
チ
ャ
の
あ
た
り
に
置
か
れ
た
辺
境
の
地
を
治
め
る
役
所
。『
通
典
』巻
三
二
に「
大

唐
の
永
徽
中
に
、
始
め
て
辺
方
に
於
て
安
東
・
安
西
・
安
南
・
安
北
の
四
大
都
護
府
を
置
く
」（
永
徽
は
、
六
五
〇
―
六
五
五
）
と
あ
る
。

蔣
之
奇
の
向
か
う
熙
州
は
い
ま
の
甘
粛
省
の
蘭
州
の
南
の
地
で
あ
る
が
、
辺
境
の
地
と
い
う
こ
と
で
安
西
に
擬
え
て
い
る
。

　

天
子
の
命
を
奉
じ
た
あ
な
た
は
九
万
里
も
の
高
み
を
飛
翔
す
る
鵬

お
お
と
りの

よ
う
な
勢
い
で
、
ど
う
し
て
陽
関
の
曲
を
聞
い
て
断
腸
の

思
い
に
な
る
こ
と
な
ど
あ
り
ま
し
ょ
う
や
。
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一
六

　

ゆ
め
ゆ
め
九
千
里
の
か
な
た
な
ど
と
心
を
緩
め
ら
れ
ま
せ
ぬ
よ
う
、安
西
の
都
護
府
は
国
の
西
の
ま
も
り
の
門
な
の
で
す
か
ら
。

一
九
四
七
（
施
三
三
―
三
〇
）

そ
の
二

1　

餘
刄
西
屠
橫
海
鯤 

 
 

余よ

刃じ
ん　

西に
し

の
か
た　

海う
み

に
横よ

こ

た
わ
る
鯤こ

ん

を
屠ほ

ふ

ら
ん

2　

應
余
詩
讖
是
游
魂 

 
 

余よ

が
詩し

讖し
ん

に
応お

う

じ
て
是こ

れ
游ゆ

う

魂こ
ん

3　

歸
來
趁
別
陶
弘
景 

 
 

帰か
え

り
来き

た
ら
ば　

別わ
か

れ
を
陶と

う

弘こ
う

景け
い

に
趁お

っ
て

4　

看
掛
衣
冠
神
武
門 

 
 

衣い

冠か
ん

を
神し

ん

武ぶ

門も
ん

に
掛か

く
る
を
看み

ん

1
○
余
刃　

優
れ
た
能
力
を
も
っ
て
い
て
、
仕
事
に
余
裕
が
あ
る
こ
と
。『
荘
子
』
養
生
主
篇
に
「
彼か

の
節
な
る
者
に
は
間

す
き
ま

有
り
て
、
刀

刃
な
る
者
に
は
厚
さ
無
し
。
厚
さ
無
き
を
以
て
間
有
る
に
入
る
れ
ば
、
恢か

い

恢か
い

乎こ

と
し
て
其
の
刃
を
遊
ば
す
に
必
ず
余
地
有
り
」
と
あ
る
。

○
西
屠　

李
白
「
王
十
二
の
寒
夜
独
酌
し
て
懐お

も

う
有
る
に
答
う
」
詩
（『
李
太
白
全
集
』
巻
一
九
）
に
、
唐
の
玄
宗
皇
帝
の
将
軍
で
あ
っ

た
哥
舒
翰
が
西
方
の
吐
蕃
の
侵
入
を
防
い
で
功
を
立
て
た
こ
と
を
「
君　

哥
舒
が
青
海
に
横
行
し
て
夜
刀
を
帯
び
、
西
の
か
た
石
堡
を
屠ほ

ふ

り
て
紫し

袍ほ
う

を
取
り
し
を
学
ぶ
能
わ
ず
」
と
詠
じ
る
。
蘇
軾
「
東
陽
の
水
楽
亭
」
詩
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
三
冊
五
一
頁
）
も
参
照
。
こ
こ

で
は
西
の
か
た
熙
州
の
地
で
蔣
之
奇
が
夷
狄
の
攻
略
に
華
々
し
い
活
躍
を
す
る
こ
と
を
い
う
。
○
横
海
鯤　

海
を
ふ
さ
ぐ
よ
う
な
鯤
の
ス

ケ
ー
ル
の
大
き
さ
を
表
現
し
て
い
る
。
蘇
軾
は
「
願
わ
く
は
空
手
を
持
し
去
り
て
、
独
り
横
江
の
鯨
を
控こ

う

せ
ん
こ
と
を
」
と
「
蹇
道
士
拱

辰
に
留
別
す
」
詩
（『
蘇
軾
詩
注
解
（
十
一
）』）
で
も
、
横
江
と
い
う
言
葉
で
、
河
川
を
塞
ぐ
ほ
ど
の
鯨
の
巨
体
を
詠
じ
て
い
る
。
2
○

応
余
一
句　

詩
讖
は
、
詩
の
言
葉
が
、
後
日
起
こ
る
こ
と
の
前
兆
と
な
る
の
を
い
う
。
こ
こ
で
は
、
元
祐
七
年
に
蘇
軾
が
「
蔣
穎
叔
・
銭

穆
父
が
景
霊
宫
に
従
駕
す
る
に
次
韻
す　

二
首
」
そ
の
二
（『
蘇
軾
詩
注
解
（
二
十
四
）』）
に
「
首

こ
う
べ

を
回め

ぐ

ら
せ
ば
鵷え

ん

行こ
う

に
人
傑
有
り
、
坐い

な
が
ら
知
る　

羌
き
よ
う

虜り
よ

は
是
れ
遊
魂
な
る
こ
と
を
」
と
詠
じ
た
こ
と
が
、
魂
が
身
体
を
抜
け
出
し
て
浮
遊
す
る
よ
う
な
、
蛮
族
ど
も
の
息
絶
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一
七

え
絶
え
の
状
況
を
す
で
に
予
言
し
て
い
た
と
す
る
。
3 

4
○
帰
来
・
看
掛
二
句　

『
南
史
』
陶
弘
景
伝
に
「
永
明
十
年
、
朝
服
を
脱
ぎ
て

神
武
門
に
挂か

け
、
表
を
上

た
て
ま
つり

て
禄
を
辞
す
。
詔
あ
り
て
之
を
許
さ
る
」
と
あ
る
。
蘇
軾
は
自
ら
を
官
を
辞
し
て
茅
山
に
隠
棲
し
た
陶
弘
景

（
四
五
六
―
五
三
六
）
に
擬
え
て
い
る
。

　

西
方
に
行
か
れ
た
あ
な
た
は
海
を
ふ
さ
ぐ
ほ
ど
の
鯤

お
お
う
おを

や
す
や
す
と
切
り
裂
く
こ
と
だ
ろ
う
、
我
が
詩
の
予
言
通
り
、
は
や
敵

は
虫
の
息
。

　

帰
還
な
さ
っ
て
、
い
そ
ぎ
わ
た
し
を
見
送
り
に
来
ら
れ
た
な
ら
、
陶
弘
景
の
よ
う
に
衣
冠
を
神
武
門
に
ひ
っ
か
け
て
退
く
さ
ま

を
ご
覧
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

一
九
四
八
（
施
三
三
―
三
一
）

次　

穎
叔
觀
燈

穎え
い

叔し
ゆ
くが

燈と
う

を
観み

る
に
次じ

韻い
ん

す

1　

安
西
老
守
是
禪
僧 

 
 

安あ
ん

西せ
い

の
老ろ

う

守し
ゆ

は
是こ

れ
禅ぜ

ん

僧そ
う

2　

到
處
應
然
無
盡
燈 

 
 

到い
た

る
処

と
こ
ろ　

応ま
さ

に
無む

尽じ
ん

燈と
う

を
然と

も

す
べ
し

3　

永
夜
出
游
從
萬
騎 

 
 

永え
い

夜や

出
し
ゆ
つ

游ゆ
う

し
て
万ば

ん

騎き

を
従

し
た
が

え

4　

諸
羌
入
看
擁
千
層 

 
 

諸し
よ

羌
き
よ
う

入い

り
て
看み

て　

千せ
ん

層そ
う

を
擁よ

う

せ
ん

5　

便
因
行
樂
令
投
甲 

 
 

便す
な
わち

行こ
う

楽ら
く

に
因よ

っ
て
甲

よ
ろ
い

を
投と

う

ぜ
令し

め

6　

不
用
防
秋
更
打
冰 

 
 

用も
ち

い
ず　

秋あ
き

を
防ふ

せ

ぎ　

更さ
ら

に
氷

こ
お
り

を
打う

つ
を

7　

振
旅
歸
來
還
侍
宴 

 
 

振し
ん

旅り
よ　

帰か
え

り
来き

た
っ
て
還ま

た
宴え

ん

に
侍じ

せ
ば



293

蘇軾詩注解（二十七）

一
八

8　

十
分
宣
勸
恐
難
勝 

 
 

十
じ
ゆ
う

分ぶ
ん

の
宣せ

ん

勧か
ん　

恐お
そ

ら
く
は
勝た

え
難が

た

か
ら
ん

元
祐
八
年
（
一
〇
九
三
）、
五
十
八
歳
の
作
。

○
潁
叔　

蔣
之
奇
（
一
〇
三
一
―
一
一
〇
四
）
の
こ
と
、
潁
叔
は
そ
の
字
。
蔣
之
奇
に
つ
い
て
は
、
作
品
番
号
一
九
〇
六
「
蔣
穎
叔
・
銭

穆
父
が
景
霊
宫
に
従
駕
す
る
に
次
韻
す　

二
首
」
そ
の
一
（『
蘇
軾
詩
注
解
（
二
十
四
）』）
の
詩
題
の
注
を
参
照
。
○
観
燈　

旧
暦
正
月

十
五
日
、
一
年
の
最
初
の
望
月
の
日
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
燈
籠
を
飾
り
し
つ
ら
え
て
祝
う
。『
東
京
夢
華
録
』
に
は
、
開
封
府
に
お
け
る
こ

の
日
の
賑
わ
い
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
本
詩
か
ら
読
み
取
れ
る
よ
う
に
、
蔣
子
奇
が
知
事
と
し
て
赴
任
し
た
熙
州
（
甘
粛
省
）
で
も
、
夜

を
徹
し
て
行
楽
が
な
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

1
安
西
老
守　

熙
州
へ
知
事
と
し
て
赴
任
し
た
、
蘇
軾
よ
り
五
歳
年
長
の
蔣
之
奇
を
い
う
。
安
西
は
新
疆
の
ク
チ
ャ
あ
た
り
の
地
を
い
う

が
、
蘇
軾
は
辺
境
の
地
で
あ
る
熙
州
（
甘
粛
省
）
を
安
西
に
擬
え
て
詠
じ
て
い
る
。
作
品
番
号
一
九
四
六
の
詩
の
注
を
参
照
。
2
○
無
尽

燈　

一
燈
で
も
っ
て
次
々
に
衆
燈
を
燃と

も

す
よ
う
に
、
一
人
が
仏
法
を
も
っ
て
多
く
の
人
を
教
化
す
る
こ
と
。『
維
摩
経
』
菩
薩
品
（『
大
正

蔵
』
第
一
四
巻
）
に
み
え
る
維
摩
の
言
葉
に
依
る
。
蘇
軾
「
軾　

石
を
以
て
画
に
易
え
ん
と
欲
す
…
…
」
詩
（『
蘇
軾
詩
注
解
（
二
十
六
）』）

の
注
を
参
照
。
3
○
万
騎　

一
万
の
騎
兵
、
き
わ
め
て
多
く
の
騎
兵
を
い
う
。
蘇
軾
「
喬

き
よ
う

将ま
さ

に
行ゆ

か
ん
と
し
、
鵝が

鹿ろ
く

を
烹に

…
…
」
詩
の
注

（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
四
冊
八
四
頁
）
を
参
照
。
4
○
諸
羌
一
句　

羌
は
、西
方
の
異
民
族
。
擁
千
層
は
、幾
重
に
も
群
が
り
集
ま
る
さ
ま
。

蘇
軾
「
八
月
十
七
日
、
復
た
望
海
楼
に
登
り
、
自
ら
前
篇
に
和
す
…
…
五
首
」
そ
の
三
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
二
冊
三
五
五
頁
）
で
は
、「
乱

山　

暁
あ
か
つ
きを

遮
り
て　

千
層
を
擁
す
、
睡ね

む

り
美
に
し
て　

初
涼　

撼
ゆ
る
が

せ
ど
も
譍こ

た

え
ず
」
と
、
無
数
の
山
々
が
重
な
り
合
う
さ
ま
を
詠
じ
て
い

る
。
5
○
投
甲　

甲
よ
ろ
い

を
脱
ぎ
捨
て
て
投
降
す
る
こ
と
。
韓
愈
「
淮
西
を
平
ら
ぐ
る
碑　

幷
び
に
序
」（『
韓
昌
黎
集
』
巻
三
〇
）
に
「
蔡
の

卒
夫
は
、甲

よ
ろ
い

を
投
じ
て
呼こ

舞ぶ

す
」と
あ
る
。
6
○
防
秋　

秋
に
な
る
と
辺
境
地
帯
で
は
収
穫
を
ね
ら
う
夷
狄
と
の
戦
い
が
多
く
な
る
た
め
、

防
備
を
強
化
す
る
こ
と
を
い
う
。『
旧
唐
書
』
陸
贄
伝
に
「
又
た
河
・
隴
を
以
て
蕃
を
陥

お
と
し
いれ

し
よ
り
已
来
、
西
北
の
辺
は
常
に
重
兵
を
以

て
守
備
せ
し
め
、
之
を
防
秋
と
謂
う
」
と
あ
る
。
杜
甫
「
雨
に
対
す
」
詩
（『
杜
詩
詳
注
』
巻
一
二
）
に
「
雪
嶺　

防ぼ
う

秋
し
ゆ
う

急
に
し
て
、
縄

橋　

戦せ
ん

勝
し
よ
う

遅
し
」
と
あ
る
。
○
打
氷　

冬
季
に
敵
の
侵
入
を
防
ぐ
た
め
に
、
河
に
張
っ
た
氷
を
割
っ
て
お
く
こ
と
。『
北
史
』
斛こ

く

律り
つ

光こ
う

伝
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一
九

に
「
初
め
、
文
宣
の
時
、

周
し
ゆ
う

人ひ
と　

常
に
斉
兵
の
西
に
度わ

た

る
を
懼
れ
、
恒つ

ね

に
冬
月
を
以
て
、
河
を
守
り
氷
を
椎く

だ

く
」
と
あ
る
。
7
○
振
旅　

軍
容
を
整
え
る
こ
と
。『
詩
経
』
小
雅
（
南
有
嘉
魚
之
什
）「
采さ

い

芑き

」
詩
に
「
鼓
を
伐う

つ
こ
と
淵
淵
た
り
、旅り

よ

を
振ふ

る
わ
す
こ
と
闐て

ん

闐て
ん

た
り
」

と
あ
る
。
8
○
宣
勧　

皇
帝
よ
り
酒
を
賜
る
こ
と
。『
蘇
軾
詩
注
解
（
二
十
五
）』
に
収
め
る
作
品
番
号
一
九
一
八
の
詩
の
注
を
参
照
。

　

安
西
の
老
知
事
ど
の
は
禅
僧
の
よ
う
に
、
赴
任
の
地
で
一
燈
に
よ
っ
て
万
人
の
心
を
照
ら
さ
れ
ま
す
。
夜
お
そ
く
ま
で
観
燈
の

遊
興
に
は
多
く
の
騎
兵
を
付
き
従
え
、
そ
れ
を
見
物
し
よ
う
と
す
る
蛮
族
ど
も
が
幾
重
に
も
囲
ん
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

　

そ
し
て
行
楽
に
よ
っ
て
蛮
族
の
武
装
を
解
か
せ
れ
ば
、
秋
の
侵
攻
へ
の
備
え
も
冬
の
防
御
も
要
り
ま
す
ま
い
。
凱
旋
さ
れ
た
ら

天
子
の
宴
に
招
か
て
、
お
そ
ら
く
い
た
だ
き
尽
く
せ
ぬ
ほ
ど
の
た
っ
ぷ
り
の
酒
食
が
ふ
る
ま
わ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

 

（
担
当　

中　

純
子
）

一
九
四
九
（
施
注
三
三
―
三
二
）

次　

王
晉
卿
奉
詔
押
高
麗
宴
射

王お
う

晉し
ん

卿け
い

が
詔

み
こ
と
の
りを

奉ほ
う

じ
て
高こ

う

麗ら
い

の
宴え

ん

射し
や

を
押

つ
か
さ
どる

に
次じ

韻い
ん

す

1　

北
苑
傳
呼
陛
楯
郞 

 
 

北ほ
く

苑え
ん　

伝で
ん

呼こ

す　

陛へ
い

楯じ
ゆ
んの

郎ろ
う

2　

東
夷
初
識
令
君
香 

 
 

東と
う

夷い　

初は
じ

め
て
識し

る　

令れ
い

君く
ん

の
香こ

う

3　

天
山
自
可
三
箭
取 

 
 

天て
ん

山ざ
ん　

自
お
の
ず
から

三さ
ん

箭せ
ん

も
て
取と

る
可べ

し

4　

海
國
何
勞
一
葦
杭 

 
 

海か
い

国こ
く　

何な
ん

ぞ
一い

ち

葦い

も
て
杭わ

た

る
を
労ろ

う

せ
ん

5　

宣
勸
不
辭
金
盌
側 

 
 

宣せ
ん

勧か
ん　

金き
ん

盌わ
ん

の
側

そ
ば
だ

つ
る
を
辞じ

せ
ず

6　

醉
歸
爭
看
玉
鞭
長 

 
 

酔よ

い
て
帰か

え

ら
ば
争

あ
ら
そ

い
て
玉

ぎ
よ
く

鞭べ
ん

の
長な

が

き
を
看み

ん
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二
〇

7　

錦
囊
詩

勤
收
拾 

 
 

錦き
ん

囊の
う

の
詩し

草そ
う　

勤つ
と

め
て
収

し
ゆ
う

拾し
ゆ
うせ

よ

8　

莫
遣
雞
林
得
夜
光 

 
 

鶏け
い

林り
ん

を
し
て
夜や

光こ
う

を
得え

さ
し
む
る
莫な

か
れ

元
祐
八
年
（
一
〇
九
三
）、
五
十
八
歳
の
作
。

○
王
晉
卿　

王お
う

詵し
ん

の
こ
と
。
晉
卿
は
そ
の
字

あ
ざ
な

。「
王
晉
卿　

煙
江
畳
嶂
図
を
作
す
。
…
…
」
詩
（『
蘇
軾
詩
注
解
（
一
）』）
の
詩
題
の
注
を

参
照
。
○
高
麗
宴
射　

朝
貢
し
て
き
た
高
麗
の
使
節
を
も
て
な
す
た
め
に
催
す
弓
射
と
酒
宴
。
宴
の
字
を
宋
本
施
注
は
同
音
同
義
の
燕
に

作
っ
て
い
る
。『
東
京
夢
華
録
』
巻
六
「
元
旦
朝
会
」
に
、
遼
の
使
節
に
つ
い
て
、「
次
日
〔
正
月
三
日
〕、
南
御
苑
に
詣い

た

り
て
弓
を
射
る
。

朝
廷　

旋
た
ち
ま

ち
射
を
能
く
す
る
武
臣
を
選
ん
で
伴
射
せ
し
め
、
彼
れ
に
就
き
て
宴
を
賜
る
」
と
述
べ
る
。
高
麗
の
使
節
も
北
の
御
苑
で
同
様

の
宴
射
を
行
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
王
晉
卿
の
も
と
の
詩
は
伝
わ
ら
な
い
が
、
范
祖
禹
に
も
王
晉
卿
に
和
し
た
「
王
都
尉
が
高
麗
人
の
宴
射

を
北
園
に
押

つ
か
さ
どる

に
和
す
」
詩
（『
全
宋
詩
』
巻
八
八
八
）
が
あ
る
。

1
○
北
苑　

宮
中
の
北
に
あ
る
御
苑
。
○
伝
呼　

つ
ぎ
つ
ぎ
に
伝
え
呼
ぶ
。
杜
甫
「
晩く

れ
に
左
掖
よ
り
出
づ
」
詩
（『
杜
詩
詳
注
』
巻
六
）

に
「
昼
刻　

伝
呼
浅
く
、
春
旗　

簇ぞ
く

杖
じ
よ
う

斉
し
」
と
あ
る
。
○
陛
楯
郎　

楯
を
持
っ
て
皇
帝
の
警
護
に
当
た
る
兵
士
。『
史
記
』
滑
稽
列
伝

に
、「
優ゆ

う

旃せ
ん　

檻
に
臨
ん
で
大
呼
し
て
曰
く
、「
陛
楯
郎
」
と
、
郎
曰
く
「
諾
」
と
、
優
旃
曰
く
、「
汝
は
長

た
け
た
かし

と
雖
も
何
の
益
か
あ
る
、

幸
い
に
し
て
雨
に
立
て
り
、
我
は
短

た
け
ひ
くし

と
雖
も
幸
い
に
し
て
休
居
す
」
と
」
と
あ
る
。
2
○
東
夷　

東
方
の
異
民
族
。
本
詩
で
は
高
麗
を

指
す
。
○
令
君
香　

『
太
平
御
覧
』
巻
七
〇
三
に
引
く
『
襄
陽
記
』
に
、「
劉
和
季
曰
く
、「
荀
令
君　

人
家
に
至
ら
ば
、
坐
す
る
処
は
三

日
香
れ
り
」
と
」
と
あ
る
。
王
維
「
春
日
に
門
下
省
に
直

と
の
い

し
て
早

あ
し
た

に
朝

ち
よ
う

す
」
詩
（『
王
右
丞
集
』
巻
一
二
）
に
は
、「
遥
か
に
聞
く　

侍
中

の
佩
、
暗ひ

そ

か
に
識
る　

令
君
の
香
」
と
あ
る
。
本
詩
で
は
王
晉
卿
を
荀
令
君
に
な
ぞ
ら
え
て
い
う
。
3
○
天
山
一
句　

天
山
は
新
疆
を
南

北
に
分
か
つ
山
脈
。『
旧
唐
書
』
薛
仁
貴
伝
に
、「
軍
中
歌
い
て
曰
く
、「
将
軍
は
三
箭
も
て
天
山
を
定
め
、戦
士
は
長
歌
し
て
漢
関
に
入
る
」

と
」
と
あ
る
。
4
○
海
国　

高
麗
を
指
す
。
○
一
葦
杭　

一
葦
は
小
舟
。
杭
は
航
と
同
じ
く
海
を
わ
た
る
こ
と
。『
詩
経
』
衛
風
「
河
広
」

に
、「
誰
か
謂
う　

河
は
広
し
と
、
一
葦
も
て
之
を
杭わ

た

る
」
と
あ
る
。
5
○
宣
勧　

宮
中
の
酒
宴
で
酒
を
賜
る
こ
と
。「
王
仲
至
が
「
雪
を

御
筵
に
喜
ぶ
」
に
次
韻
す
」
詩
（『
蘇
軾
詩
注
解
（
二
十
五
）』）
の
注
を
参
照
。
○
金
盌　

金
製
の
碗
。
杜
甫
「
楊
六
判
官
の
西
蕃
に
使
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二
一

す
る
を
送
る
」
詩
（『
杜
詩
詳
注
』
巻
五
）
に
、「
辺
酒　

金
碗
を
排な

ら

べ
、
夷
歌　

玉
盤
を
捧
ぐ
」
と
あ
る
。
○
側　

そ
ば
だ
て
る
。（
酒

の
注
が
れ
た
碗
を
）
傾
け
る
こ
と
。
6
○
玉
鞭　

玉
を
嵌
め
こ
ん
だ
美
し
い
鞭
。
杜
甫
「
岳
州
賈
司
馬
六
丈
と
巴
州
厳
八
使
君
両
閣
老
に

寄
す　

五
十
韻
」（『
杜
詩
詳
注
』
巻
八
）
に
、「
貔ひ

虎こ

は
金
甲
を
開
き
、
麒
麟
は
玉
鞭
を
受
く
」
と
あ
る
。
7
○
錦
囊　

錦
で
作
っ
た
ふ

く
ろ
。
李
商
隠
「
李
賀
小
伝
」（『
李
義
山
文
集
』
巻
四
）
に
、「
恒
に
小
奚け

い

奴ど

を
従
え
、疲
驢
に
騎
り
、一
の
古
く
破
れ
し
錦
囊
を
背
に
す
。

偶
た
ま
得
る
所
有
ら
ば
、
即
ち
書
し
て
囊
中
に
投
ず
」
と
あ
る
。
○
詩
草　

詩
の
下
書
き
。
8
○
鶏
林　

鶏
林
は
新
羅
の
別
名
。
本
詩
で

は
、
高
麗
の
使
節
が
来
朝
し
て
書
籍
を
買
い
あ
さ
る
こ
と
を
新
羅
の
商
人
に
な
ぞ
ら
え
て
い
う
。『
新
唐
書
』
白
居
易
伝
に
、「
居
易　

文

章
に
於
い
て
精
切
た
り
、
最
も
詩
に
工

た
く
み

に
し
て
、
…
…
数
千
篇
に
至
り
、
当
時
の
士
人　

争
い
て
伝
う
。
鶏
林
の
行こ

う

賈こ

は
其
の
国こ

く

相し
よ
うに

售う

り
、率
篇
を
一
金
に
易か

う
。
其
の
偽
な
る
者
は
、相　

輒
す
な
わ

ち
能よ

く
之
を
弁わ

か
つ
」
と
あ
る
。
○
夜
光　

夜
の
や
み
の
中
で
も
光
る
璧
や
珠
。

『
史
記
』
鄒
陽
伝
に
、「
明
月
之
珠
・
夜
光
之
璧
も
、
暗や

み

を
以
て
人
に
道
路
に
投
ず
れ
ば
、
人
の
剣
を
按
じ
て
相

眄
か
え
り
みざ

る
者
無
き
は
、
何

と
な
れ
ば
則
ち
因
無
く
し
て
前
に
至
れ
ば
な
り
」
と
あ
る
。
本
詩
で
は
、
王
晉
卿
の
詩
の
す
ば
ら
し
さ
を
こ
れ
に
喩
え
て
い
う
。

　

宴
射
（
酒
宴
と
弓
射
）
が
お
こ
な
わ
れ
る
北
苑
で
は
、
皇
帝
の
警
護
に
当
た
る
士
を
呼
ば
わ
る
声
が
物
々
し
く
響
き
渡
り
、
高

麗
の
使
節
ら
は
そ
こ
で
よ
う
や
く
晉
卿
ど
の
の
人
物
ぶ
り
を
知
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
西
の
か
た
天
山
一
帯
は
（
か
つ
て
薛
仁

貴
が
）
僅
か
三
本
の
矢
で
平
定
し
ま
し
た
が
、
す
ぐ
東
に
あ
る
高
麗
は
小
舟
で
出
向
く
ま
で
も
な
く
向
こ
う
か
ら
朝
貢
し
て
き
ま

し
た
。

　

射
を
終
え
た
後
の
宴
席
で
は
、
晉
卿
ど
の
の
労
を
ね
ぎ
ら
っ
て
賜
る
御
酒
を
辞
退
せ
ず
に
召
し
上
が
り
、
酔
っ
て
お
帰
り
に
な

る
時
に
は
、
見
事
な
鞭
を
持
っ
て
馬
に
ま
た
が
る
お
姿
を
街
の
人
び
と
が
争
っ
て
見
物
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
お
作
り
に
な
っ
た

詩
は
錦
の
囊ふ

く
ろ

に
大
切
に
し
ま
っ
て
お
い
て
、
ご
高
作
を
高
麗
の
（
無
知
な
）
商
人
ど
も
に
持
ち
去
ら
れ
な
い
よ
う
に
な
さ
っ
て
く

だ
さ
い
。
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二
二

一
九
五
〇
（
施
注
三
三
―
三
三
）

次　

錢
穆

王
仲
至
同
賞
田
曹
梅

銭せ
ん

穆ぼ
く

父ほ

・
王お

う

仲
ち
ゆ
う

至し

が
同と

も

に
田で

ん

曹そ
う

の
梅ば

い

花か

を
賞め

づ
る
に
次じ

韻い
ん

す

1　

寒
廳
不
知
春 

 
 

寒か
ん

庁ち
よ
う

　

春は
る

を
知し

ら
ず

2　

獨
立
耿
玉
雪 

 
 

独ど
く

立り
つ

し
て
玉

ぎ
よ
く

雪せ
つ

耿こ
う

た
り

3　

閉
門
愁
永
夜 

 
 

門も
ん

を
閉と

ざ
し
て
永え

い

夜や

を
愁う

れ

い

4　

置
酒
及
明
發 

 
 

置ち

酒し
ゆ

し
て
明め

い

発は
つ

に
及お

よ

ぶ

5　

忽
驚
庭
戶
曉 

 
 

忽た
ち
まち

驚
お
ど
ろ

く　

庭て
い

戸こ

の
暁あ

く
る
に

6　

未
受
煙
雨
没 

 
 

未い
ま

だ
煙え

ん

雨う

の
没ぼ

つ

す
る
を
受う

け
ず

7　

浮
光
風
宛
轉 

 
 

光ひ
か
りを

浮う

か
べ
て　

風か
ぜ　

宛え
ん

転て
ん

と
し
て

8　

照
影
水
方
折 

 
 

影か
げ

を
照て

ら
し
て　

水み
ず　

方ほ
う

折せ
つ

す

9　

鬢
霜
未
易
埽 

 
 

鬢び
ん

霜そ
う　

未い
ま

だ
掃は

ら

い
易や

す

か
ら
ず

10　

眉
斧
眞
自
伐 
 

 

眉び

斧ふ　

真
ま
こ
と

に
自

み
ず
か

ら
伐き

る

11　

惟
當
此

歬 
 

 

惟た

だ
当ま

さ

に
此こ

の
花は

な

の
前ま

え

に

12　

醉
臥
黃
昏
月 

 
 

酔よ

い
て
黄こ

う

昏こ
ん

の
月つ

き

に
臥が

す
べ
し

元
祐
八
年
（
一
〇
九
三
）、
五
十
八
歳
の
作
。

○
銭
穆
父　

銭せ
ん

勰き
よ
うの

こ
と
。
穆
父
は
そ
の
字

あ
ざ
な

。「
銭
越
州
に
次
韻
す
」
詩
（『
蘇
軾
詩
注
解
（
三
）』）
の
詩
題
の
注
を
参
照
。
○
王
仲
至　

王お
う

欽き
ん

臣し
ん

の
こ
と
。
仲
至
は
そ
の
字
。「
葉

し
よ
う

公こ
う

秉へ
い

・
王
仲
至
和
せ
ら
る
、
次
韻
し
て
之
に
答
う
」
詩
（『
蘇
軾
詩
注
解
（
一
）』）
の
詩
題
の
注



288

南山読蘇会

二
三

を
参
照
。
○
田
曹　

工
部
に
属
し
て
農
事
を
管
掌
す
る
役
所
。『
通
典
』職
官
の
工
部
尚
書
の
条
に
み
え
る
屯
田
郎
中
一
人
の
杜
注
に
、「
晉

に
至
り
始
め
て
屯
田
尚
書
有
り
、
太
康
中
に
及
ん
で
之
を
田
曹
と
謂
う
」
と
あ
る
。
銭
・
王
の
も
と
の
詩
は
伝
わ
ら
な
い
。

1
○
寒
庁　

ひ
っ
そ
り
と
し
た
官
舎
。
韓
愈
「
張
徹
に
答
う
」
詩
（『
韓
昌
黎
集
』
巻
二
）
に
、「
勤
め
来
た
り
て
晤ご

語ご

す
る
を
得
ん
、
憚

る
こ
と
勿
か
れ　

寒
庁
に
宿
す
る
を
」
と
あ
る
。
2
○
独
立　

梅
が
一
本
だ
け
ぽ
つ
ん
と
立
っ
て
い
る
さ
ま
。
○
玉
雪　

真
っ
白
で
美
し

い
雪
。
蕭
統
「
錦
帯
に
十
二
月
を
書
す
る
啓
」（
黄
鐘
十
一
月
）（『
昭
明
太
子
集
』
巻
三
）
に
、「
彤と

う

雲う
ん

は
四
面
の
葉
を
垂
れ
、
玉
雪
は
六

出
の
花
を
開
く
」
と
あ
る
。
4
○
置
酒　

酒
盛
り
を
す
る
こ
と
。
陶
淵
明
「
五
柳
先
生
伝
」（『
陶
淵
明
集
』
巻
五
）
に
、「
親
旧　

其
の

此か
く

の
如
く
な
る
を
知
り
、
或
い
は
置
酒
し
て
之
を
招
く
」
と
あ
る
。
○
明
発　

夕
べ
か
ら
朝
ま
で
。『
詩
経
』
小
雅
（
小
宛
之
什
）「
明め

い

発は
つ

」
詩
に
、「
明
発　

寐い

ね
ら
れ
ず
、
二
人
を
懐
う
有
り
」
と
あ
り
、
そ
の
鄭
箋
に
、「
明
発
は
夕
べ
に
発
し
て
明

あ
し
た

に
至
る
」
と
あ
る
。
6

○
煙
雨　

け
む
る
よ
う
に
降
る
細
か
い
雨
。
杜
牧
「
江
南
の
春　

絶
句
」
詩
（『
樊
川
文
集
』
巻
三
）
に
、「
南
朝
四
百
八
十
寺
、
多
少
の

楼
台　

煙
雨
の
中
」
と
あ
る
。
7
○
浮
光　

水
面
に
反
射
し
た
光
。
駱
賓
王
「
秋
月
」
詩
（『
駱
賓
王
文
集
』
巻
五
）
に
、「
漏
彩　

疎
薄

を
含
み
、
浮
光　

急
瀾
に
漾

た
だ
よ

う
」
と
あ
る
。
○
宛
転　

女
性
の
眉
が
ゆ
る
や
か
に
美
し
く
曲
が
る
さ
ま
。
白
居
易
「
長
恨
歌
」（『
白
居
易

集
箋
校
』
巻
一
二
）
に
、「
六
軍
発
せ
ず　

奈い

か

ん何
と
も
す
る
無
く
、
宛
転
た
る
娥
眉　

馬
前
に
死
す
」
と
あ
る
。
本
詩
で
は
、
白
い
梅
花

が
風
に
た
お
や
か
に
揺
れ
る
さ
ま
と
解
す
る
。
8
○
水
方
折　

水
が
急
に
向
き
を
変
え
て
（
直
角
に
）
流
れ
る
こ
と
。『
淮
南
子
』
墜
形

訓
に
、「
水
の
円
折
す
る
者
は
珠
有
り
、方
折
す
る
者
は
玉
有
り
」
と
あ
る
。
白
居
易
「
玉
水
は
方
流
す
と
記
せ
る
詩
」（『
白
居
易
集
箋
校
』

巻
三
八
）
に
、「
孚ふ

尹い
ん

し
て　

光　

灎
灎
た
り
、
方
折
し
て　

浪　

悠
悠
た
り
」
と
あ
る
。
9
○
鬢
霜
一
句　

鬢
霜
は
、
び
ん
の
毛
の
白

い
こ
と
。
白
居
易
「
啄
木
の
曲
」（『
白
居
易
集
箋
校
』
巻
二
一
）
に
、「
我
に
両
鬢
の
霜
有
り
、
君
の
銷け

す
得
ざ
る
を
知
る
」
と
あ
る
。

掃
は
、
取
り
除
く
こ
と
。
杜
甫
「
丈

じ
よ
う

人じ
ん

山さ
ん

」
詩
（『
杜
詩
詳
注
』
巻
一
〇
）
に
、「
白
髪
を
掃そ

う

除じ
よ

す
る
に
黄こ

う

精せ
い

在
り
、
君
看
よ　

他
時　

氷

雪
の
容

す
が
た

」
と
あ
る
。
一
句
は
、
若
返
る
の
が
難
し
い
こ
と
を
い
う
。
10
○
眉
斧
一
句　

枚
乗
「
七
発
」（『
文
選
』
巻
三
四
）
に
、「
皓
歯
・

娥
眉
は
、
命な

づ

け
て
性
を
伐
る
の
斧
と
曰
う
」
と
あ
る
。
皓
歯
・
娥
眉
は
、
女
性
の
美
し
さ
を
象
徴
す
る
も
の
。
一
句
は
、
美
し
い
女
性
と

戯
れ
る
の
は
男
性
の
寿
命
を
縮
め
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。
12
○
酔
臥　

酔
い
倒
れ
る
。
李
白
「
妓
を
携
え
て
梁
王
の
棲せ

い

霞か

山ざ
ん

の
孟

氏
桃
園
中
に
登
る
」
詩
（『
李
太
白
文
集
』
巻
二
〇
）
に
、「
分
明
に
し
て
感
激
す　

眼
前
の
事
、
惜
し
む
莫な

し　

酔
臥
す　

桃
園
の
東
」
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二
四

と
あ
る
。
○
黄
昏
月　

林
逋
「
山
園
の
小
梅　

二
首
」
そ
の
一
（『
林
和
靖
先
生
詩
集
』
巻
二
）
に
、「
疎
影　

横
斜
し
て　

水
は
清
浅
、

暗
香　

浮
動
し
て　

月
は
黄
昏
」
と
あ
り
、
梅
花
の
影
が
水
に
映
じ
、
香
り
が
黄
昏
の
月
の
中
に
漂
う
さ
ま
を
詠
じ
て
い
る
。

　

人
気
も
な
く
寒
々
と
し
た
官
舎
に
は
春
の
気
配
も
ま
だ
な
い
よ
う
で
す
が
、
ひ
と
り
梅
の
樹
だ
け
が
玉
の
よ
う
な
白
い
花
を
咲

か
せ
て
い
ま
す
。
門
を
閉
ざ
し
て
宿
直
を
な
さ
る
御
身
に
は
夜
は
長
く
、
お
役
目
が
終
わ
る
明
け
方
ま
で
酒
を
酌
み
交
わ
さ
れ
て

お
ら
れ
ま
し
ょ
う
。

　

気
が
つ
け
ば
夜
が
明
け
て
い
て
庭
を
見
や
れ
ば
、
梅
が
霧
雨
の
中
で
も
毅
然
と
花
を
つ
け
て
い
ま
す
。
花
の
光
は
風
を
受
け
て

ゆ
ら
ゆ
ら
と
舞
い
、
花
の
影
は
急
に
折
れ
曲
が
る
水
の
流
れ
に
映
じ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

わ
た
し
の
両
の
鬢
に
生
え
た
白
髪
は
も
は
や
ど
う
に
も
な
ら
ず
、
こ
の
齢
で
美
女
と
戯
れ
る
の
は
自
ら
の
身
体
を
そ
こ
な
う
よ

う
な
も
の
で
す
。
で
す
か
ら
（
美
女
の
代
わ
り
に
）
こ
の
田
曹
の
梅
花
を
前
に
し
て
、
黄
昏
ど
き
の
月
の
も
と
で
酔
っ
払
っ
て
寝

て
い
る
の
が
い
い
の
で
し
ょ
う
。

 

（
担
当　

中　

裕
史
）

一
九
五
一
（
施
三
三
―
三
四
）

送
襄
陽
從
事
李
友
諒
歸
錢
塘

襄
じ
よ
う

陽よ
う

の
従

じ
ゆ
う

事じ

李り

友ゆ
う

諒り
よ
うが

銭せ
ん

塘と
う

に
帰か

え

る
を
送お

く

る

1　

居
杭
積
五
歲 

 
 

杭こ
う

に
居き

よ

し
て
五ご

歳さ
い

を
積つ

む

2　

自
意
本
杭
人 

 
 

自み
ず
から

意お
も

う　

本も

と
杭こ

う

人ひ
と

か
、
と

3　

故
山
歸
無
家 

 
 

故こ

山ざ
ん　

帰か
え

る
に
家い

え

無な

し
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4　

欲
卜
西
湖
鄰 

 
 

西せ
い

湖こ

の
隣

と
な
り

を
卜ぼ

く

さ
ん
と
欲ほ

っ

す

5　

良
田
不
難
買 

 
 

良
り
よ
う

田で
ん　

買か

い
難が

た

か
ら
ず

6　

靜
士
誰
當

 
 

 

静せ
い

士し　

誰だ
れ

か
当ま

さ

に
親し

た

し
む
べ
き

7　

髥
張
旣
超
然 

 
 

髥ぜ
ん

張ち
よ
うは

既す
で

に
超

ち
よ
う

然ぜ
ん

8　

老
潛
亦
絕
倫 

 
 

老ろ
う

潜せ
ん

も
亦ま

た
絶ぜ

つ

倫り
ん

9　

李
子
冰
玉
姿 

 
 

李り

子し

は
氷

ひ
よ
う

玉ぎ
よ
くの

姿し

10　

文
行
兩
淸
淳 

 
 

文ぶ
ん

行こ
う

両ふ
た

つ
な
が
ら
清せ

い

淳じ
ゆ
んた

り

11　

歸
從
三
人
游 

 
 

帰か
え

っ
て
三さ

ん

人に
ん

に
従

し
た
が

っ
て
游あ

そ

べ
ば

12　

便
足
了
此
身 

 
 

便す
な
わち

此こ

の
身み

を
了

り
よ
う

す
る
に
足た

る

13　

公
隄
不
改
昨 

 
 

公こ
う

隄て
い　

昨さ
く

を
改

あ
ら
た

め
ざ
れ

14　

姥
嶺
行
開
新 

 
 

姥ぼ

嶺れ
い　

行ゆ

く
ゆ
く
新あ

ら

た
に
開ひ

ら

か
ん

15　

幽
夢
隨
子
去 

 
 

幽ゆ
う

夢む　

子し

に
随

し
た
が

っ
て
去さ

り

16　

幽
芲
落
衣
巾 

 
 

幽ゆ
う

花か　

衣い

巾き
ん

に
落お

つ

元
祐
八
年
（
一
〇
九
三
）、
五
十
八
歳
の
作
。
時
に
都
の
開か

い

封ほ
う

（
河
南
省
）
に
在
っ
た
。

○
襄
陽
従
事
李
友
諒　

李
友
諒
は
、
伝
を
詳
ら
か
に
し
な
い
。
字

あ
ざ
な

を
、
施
注
は
叔
益
と
す
る
。
或
い
は
、
仲
益
か
。
趙
令
畤
『
侯
鯖
録
』

巻
三
に
「
襄
陽
の
時
、
同
官
の
李
友
諒
仲
益
、
張

ち
よ
う

子し

斉せ
い

思
仲
が
家
の
歌
人
に
団
茶
を
贈
る
」
と
あ
る
。
従
事
は
、
地
方
官
の
職
名
。
刺
史

の
下
役
人
。
襄
陽
は
、
今
の
湖
北
省
に
あ
っ
た
。
本
詩
題
に
「
帰
銭
塘
」
と
あ
り
、
李
友
諒
は
銭
塘
の
人
と
推
定
さ
れ
る
。

1
○
居
杭
積
五
歳　

蘇
軾
は
、
熙
寧
四
年
（
一
〇
七
一
）
六
月
か
ら
七
年
（
一
〇
七
四
）
の
約
三
年
間
、、
通
判
と
し
て
、
ま
た
、
元
祐

四
年
（
一
〇
八
九
）
三
月
か
ら
六
年
（
一
〇
九
一
）
二
月
の
約
二
年
間
、
知
事
と
し
て
、
都
合
五
年
間
、
杭
州
に
住
ん
だ
。
そ
の
こ
と
を
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二
六

述
べ
る
。
2
○
杭
人　

杭
州
の
人
。
蘇
軾
「
表
忠
観
の
銭
道
士
の
杭
に
帰
る
を
送
る
」
詩
の
引
（『
合
注
』
巻
一
九
）
に
「
杭
人
は
施
を

重
ん
じ
て
財
を
軽
ん
ず
」
と
あ
る
。
3
○
故
山　

故
郷
の
こ
と
。
○
帰
無
家　

帰
ろ
う
に
も
帰
る
べ
き
家
産
が
な
い
こ
と
。
蘇
軾
「
六
月

二
十
七
日
、
望
湖
楼
に
て
酔
い
て
書
す　

五
絶
」
そ
の
五
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
二
册
二
六
九
頁
）
に
「
我
れ
本も

と
家
無
し　

更
に
安
く

に
か
往
か
ん
、
故
郷　

此
の
好こ

う

湖
山
無
し
」
と
歌
う
よ
う
に
、
蘇
軾
は
、
そ
の
詩
の
中
で
、
自
ら
の
帰
る
べ
き
生
活
の
場
は
生
地
の
蜀
で

は
な
く
、
杭
州
で
あ
る
と
述
べ
る
。
山
本
和
義
『
詩
人
と
造
物
―
蘇
軾
詩
論
考
―
』
第
一
部
八
「
望
湖
楼
酔
書
詩
」
を
参
照
。
4
○
卜
西

湖
隣　

卜
隣
は
、
と
な
り
に
住
居
を
設
け
る
こ
と
。『
春
秋
左
氏
伝
』
昭
公
三
年
に
「
諺
に
曰
く
、「
宅
を
是
れ
卜
す
る
に
非
ず
。
唯
だ
隣

を
是
れ
卜
す
」
と
」
と
あ
る
。
蘇
軾
「
邵
同
年
が
戯
れ
に
賈
収
秀
才
に
贈
る
に
和
す　

三
首
」
そ
の
一
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
二
冊

四
二
五
頁
）
の
注
を
参
照
。
5
○
良
田
一
句　

良
田
は
、み
の
り
の
ゆ
た
か
な
土
地
。
ひ
い
て
は
隠
居
に
適
し
た
土
地
を
い
う
。
蘇
軾
「
木

山
」
詩
（『
合
注
』
巻
三
十
）
に
「
二
頃
の
良
田　

買
い
難
か
ら
ず
、
三
年
の
榿
木
行ゆ

く
ゆ
く
槱や

く
可べ

し
」
と
あ
る
。
6
○
静
士　

隠
棲

し
て
静
か
に
暮
ら
す
人
。
静
者
。
杜
甫
「
張

ち
よ
う

十
二
山
人
彪ひ

ゆ
うに

寄
す　

三
十
韻
」（『
杜
詩
詳
注
』
巻
八
）
に
「
静
者　

心　

妙
多
し
、
先
生　

芸　

絶
倫
な
り
」
と
あ
る
。
7
○
髥
張　

張
弼
（
字
は
秉
道
）
の
こ
と
。
蘇
軾
は
張
弼
を
「
髥
張
」
と
親
し
み
を
こ
め
て
呼
ん
だ
。
蘇
軾

「
葉
淳
老
・
侯
敦
夫
・
張
秉
道
と
同と

も

に
新
河
を
相
視
す
。
秉
道　

詩
有
り
、
韻
を
次
ぐ　

二
首
」
そ
の
二
（『
蘇
軾
詩
注
解
（
十
）』、
作
品

番
号
一
七
五
二
）
に
「
髥
張
は
乃
ち
結
襪
の
生
、
詩
酒
淋
漓
と
し
て
狂
怪
を
出
だ
す
」
と
あ
る
。
〇
超
然　

人
よ
り
は
る
か
に
抜
き
ん
で

た
さ
ま
。
俗
界
を
抜
け
出
て
い
る
こ
と
。
蘇
軾
「
張
安
道
が
南
都
の
留
台
に
赴
く
を
送
る
」
詩
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
二
册
八
五
頁
）
の

注
を
参
照
。
8
○
老
潜　

僧
道
潜
の
こ
と
。
潜
老
師
。『
蘇
軾
詩
注
解
（
四
）』
に
収
め
る
作
品
番
号
一
六
二
八
の
詩
題
の
注
を
参
照
。
〇

絶
倫　

並
ぶ
も
の
が
無
い
こ
と
。『
史
記
』
亀
策
伝
に
「
倫

と
も
が
らを

絶
し
奇
に
超
え
た
る
者
は
右
と
為な

る
」
と
あ
る
。
9
○
李
子　

李
友
諒
の

こ
と
。
○
氷
玉
姿　

氷
玉
は
、
氷
と
玉
。
清
ら
か
で
潔
い
さ
ま
。
蘇
軾
「
孔
密
州
が
五
絶
に
和
す　

堂
後
の
白
牡
丹
」（『
蘇
東
坡
詩
集
』

第
四
册
二
四
三
頁
）
の
注
を
参
照
。
10
○
文
行　

文
章
と
徳
行
。『
論
語
』
述
而
篇
に
「
子し

は
四
つ
を
以
て
教
う
、
文
、
行
、
忠
、
信
」

と
あ
る
。
○
清
淳　

高
潔
で
純
朴
な
さ
ま
。『
後
漢
書
』
朱
穆
伝
に
「
更
に
海か

い

内だ
い

清
淳
の
士
、
国
体
に
明
達
す
る
者
を
選
び
、
以
て
其
の

処
に
補
す
」
と
あ
る
。
11 

12
○
帰
従
・
便
足
二
句　

三
人
は
、
張
弼
、
潜
老
師
、
李
友
諒
の
こ
と
。
二
句
は
、
こ
れ
か
ら
銭
塘
に
帰
る
李

友
諒
も
合
わ
せ
て
三
人
が
居
る
銭
塘
へ
、
蘇
軾
も
帰
っ
て
交
遊
す
る
と
い
う
願
望
が
実
現
で
き
た
ら
、
一
生
を
満
足
し
て
終
わ
る
こ
と
が
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で
き
る
と
述
べ
る
。
酒
好
き
で
知
ら
れ
た
晉
の
畢ひ

つ

卓た
く

は
、「
一
手
に
蟹
螯
を
持
し
、
一
手
に
酒
杯
を
持
し
、
酒
池
の
中
に
拍
浮
せ
ば
、
便

ち
一
生
を
了お

う
る
に
足
る
」
と
言
っ
た
と
い
う
（『
世
説
新
語
』
任
誕
篇
）。
13
○
公
隄　

隄
は
、
堤
。
西
湖
の
堤
。
い
わ
ゆ
る
蘇
堤
の
こ

と
。
蘇
軾
が
杭
州
知
事
在
任
中
に
修
築
し
た
。『
蘇
軾
詩
注
解
（
十
六
）』
に
収
め
る
作
品
番
号
一
八
一
七
の
詩
の
注
を
参
照
。
公
は
、
年

長
者
を
指
す
呼
称
。
一
句
で
は
、
蘇
軾
が
自
ら
を
指
し
て
い
る
。
○
不
改
昨　

旧
を
改
め
な
い
こ
と
。
昨
を
作
に
作
る
テ
キ
ス
ト
も
あ
る

が
、
14
句
の
「
姥
嶺
新
」
と
対
を
な
す
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
昨
に
従
う
。
14
○
姥
嶺
一
句　

姥
嶺
は
、
西
湖
を
取
り
巻
く
山
嶺
の
一
つ
。

蘇
軾
が
杭
州
知
事
在
任
中
に
関
わ
っ
た
西
湖
の
治
水
策
（『
蘇
軾
詩
注
解
（
十
）』
に
収
め
る
作
品
番
号
一
七
五
一
の
詩
の
注
、
ま
た
、
7

句
の
注
に
引
く
作
品
番
号
一
七
五
二
の
詩
の
注
を
参
照
）
に
ま
つ
わ
る
王
薳
『
春
渚
紀
聞
』
巻
六
「
回
江
の
利
」
の
記
事
に
「
今
、
龍
山

姥
嶺
を
鑿ひ

ら

く
」
と
、
姥
嶺
の
名
が
見
え
る
。
こ
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
翰
林
学
士
承
旨
を
拝
し
た
蘇
軾
に
代
わ
っ
て
杭
州
知
事
に
着
い
た
林

奇
に
、
姥
嶺
開
鑿
は
太
守
（
林
奇
）
の
身
を
危
う
く
す
る
も
の
だ
と
諛

お
も
ね

る
者
が
お
り
、
開
鑿
の
話
は
止
ん
だ
と
い
う
。
15
○
幽
夢　

お
ぼ

ろ
げ
な
夢
。
蘇
軾
「
喬
太
博
が
左
蔵
に
換
え
ら
れ
て
欽
州
に
知
た
り
と
聞
き
、詩
を
以
て
招
飲
す
」
詩
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
四
冊
八
〇
頁
）

の
注
を
参
照
。
16
○
幽
花　

も
の
静
か
に
咲
く
花
。
蘇
軾
「
新
城
の
陳
氏
の
園
。
晁
補
之
の
韻
に
次
ぐ
」
詩
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
三
册

三
六
二
頁
）
の
注
を
参
照
。
幽
花
を
松
花
に
作
る
テ
キ
ス
ト
も
あ
る
。
李
白
「
殷
明
佐
が
五
雲
裘
を
贈
ら
る
る
に
酬
ゆ
る
歌
」（『
李
太
白

全
集
』
巻
八
）
に
「
軽
き
こ
と
松
花
の
金
粉
を
落
と
す
が
如
く
、
濃
き
こ
と
錦
苔
の
碧
滋
を
含
む
が
似ご

と

し
」
と
あ
る
。
幽
花
を
、
15
句
の

「
幽
夢
」
に
ひ
か
れ
て
の
誤
り
と
す
る
見
方
も
あ
る
（『
校
注
』
巻
三
六
）
が
、
決
め
手
を
欠
く
。
こ
こ
で
は
『
合
注
』
に
幽
花
と
す
る
の

に
従
う
。
○
衣
巾　

衣
と
頭
巾
。
魏
の
繁
欽
「
情
を
定
む
」
詩
（『
玉
台
新
詠
』
巻
一
）
に
「
思
う　

君
が
幽
房
に
即つ

き
、
寝し

ん

に
侍
し
て

衣
巾
を
執
ら
ん
こ
と
を
」
と
あ
る
。

　

杭
州
住
ま
い
は
都つ

合ご
う

五
年
を
重
ね
、
自
分
は
も
う
杭
州
人
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
郷
里
に
は
、
帰
ろ
う
に
も
帰
り
た
い
と
思
う

よ
う
な
家
産
も
な
い
こ
と
と
て
、西
湖
の
畔
に
住
ま
い
た
い
も
の
で
す
。
よ
い
田
地
を
買
い
求
め
る
の
は
難
し
く
あ
り
ま
せ
ん
し
、

つ
つ
ま
し
く
暮
ら
す
人
と
し
て
い
っ
た
い
ど
な
た
と
親
し
く
し
ま
し
ょ
う
か
。
ひ
げ
の
張
さ
ん
は
悠
揚
せ
ま
ら
ず
、
潜せ

ん

老
師
も
ま

た
凡
俗
を
超
え
た
お
方
。
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二
八

　

李
先
生
は
清
ら
か
で
潔

い
さ
ぎ
よい

持
ち
ま
え
、
詩
文
も
行
な
い
も
と
も
に
高
潔
純
朴
で
す
。
銭
塘
に
帰
っ
て
お
三さ

ん

方か
た

と
交
遊
す
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
そ
れ
で
一
生
を
満
足
し
て
終
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
公

じ
じ
い

が
築
い
た
西
湖
の
堤
は
昔
の
ま
ま
に
、
あ
の
姥
嶺
は
新
た
に

拓
か
れ
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
お
ぼ
ろ
げ
な
夢
の
中
、
あ
な
た
に
附
い
て
行
っ
た
ら
、
ゆ
か
し
く
咲
い
た
花
が
は
ら
は
ら
と

私
の
着
物
や
被か

ぶ

り
物
に
降
り
か
か
っ
て
き
ま
し
た
。

 

（
担
当　

原
田
直
枝
）

一
九
五
二
（
施
三
三
―
三
五
）

次　

吳
傳
正
枯
木
歌

呉ご

伝で
ん

正せ
い

が
「
枯こ

木ぼ
く

の
歌う

た

」
に
次じ

韻い
ん

す

1　

天
公
水
墨
自
奇
絕 

 
 

天て
ん

公こ
う

の
水す

い

墨ぼ
く　

自
お
の
ず
から

奇き

絶ぜ
つ

2　

瘦
竹
枯
松
寫
殘
月 

 
 

痩そ
う

竹ち
く　

枯こ

松し
よ
う

　

残ざ
ん

月げ
つ

を
写う

つ

す

3　

夢
回
疎
影
在
東
窗 
 

 

夢ゆ
め

回か
え

っ
て　

疎そ

影え
い　

東と
う

窓そ
う

に
在あ

り

4　

驚
怪
霜
枝
連
夜
發 

 
 

驚お
ど
ろき

怪あ
や

し
む　

霜そ
う

枝し　

連れ
ん

夜や

発ひ
ら

く
か
、
と

5　

生
成
變
壞
一
彈
指 

 
 

生せ
い

成せ
い　

変へ
ん

壊か
い　

一い
ち

弾だ
ん

指し

6　

乃
知
造
物
初
無
物 

 
 

乃す
な
わち

知し

る　

造ぞ
う

物ぶ
つ

の
初は

じ

め
よ
り
物も

の

無な

き
を

7　

古
來
畫
師
非
俗
士 

 
 

古こ

来ら
い　

画が

師し

は
俗ぞ

く

士し

に
非あ

ら

ず

8　

妙
想
實
與
詩
同
出 

 
 

妙
み
よ
う

想そ
う　

実
ま
こ
と

に
詩し

と
同お

な

じ
く
出い

づ

9　

龒
眠
居
士
本
詩
人 

 
 

り
よ
う

眠み
ん

居こ

士じ

は
本も

と
詩し

人じ
ん
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10　

能
使
龒
池
飛
霹
靂 

 
 

能よ

くり
よ
う

池ち

を
し
て
霹へ

き

靂れ
き

を
飛と

ば
さ
し
む

11　

君
雖
不
作
丹
靑
手 

 
 

君き
み

は
丹た

ん

青せ
い

手し
ゅ

と
作な

ら
ず
と
雖

い
え
ど

も

12　

詩
眼
亦
自
工
識
拔 

 
 

詩し

眼が
ん　

亦ま

た
自

お
の
ず
から

工
た
く
み

に
識し

き

抜ぱ
つ

す

13　

龒
眠
胸
中
有
千
駟 

 
 

り
よ
う

眠み
ん

が
胸

き
よ
う

中ち
ゆ
う

　

千せ
ん

駟し

有あ

り

14　

不
獨
畫
肉
兼
畫
骨 

 
 

独ひ
と

り
肉に

く

を
画え

が

く
の
み
な
ら
ず　

兼か

ね
て
骨ほ

ね

を
画え

が

く

15　

但
當
與
作
少
陵
詩 

 
 

但た

だ
当ま

さ

に
与た

め

に
少

し
よ
う

陵り
よ
うの

詩し

を
作つ

く

る
べ
し

16　

或
自
與
君
拈
秃
筆 

 
 

或あ
る

い
は
自

み
ず
か

ら
君き

み

が
与た

め

に
秃と

く

筆ひ
つ

を
拈と

ら
ん

17　

東
南
山
水
相
招
呼 

 
 

東と
う

南な
ん

の
山さ

ん

水す
い

を
相あ

い

招
し
よ
う

呼こ

し

18　

萬
象
入
我
摩
尼
珠 

 
 

万ば
ん

象し
よ
う

　

我わ

が
摩ま

尼に

珠し
ゆ

に
入い

る

19　

盡
將
書
畫
散
朋
友 

 
 

尽
こ
と
ご
とく

書し
よ

画が

を
将も

つ

て
朋ほ

う

友ゆ
う

に
散さ

ん

じ

20　

獨
與
長
鋏
歸
來
乎 

 
 

独ひ
と

り
長

ち
よ
う

鋏き
よ
うと

帰か
え

り
な
ん
か

元
祐
八
年
（
一
〇
九
三
）、
五
十
八
歳
の
作
。

○
呉
伝
正　

名
は
安
詩
。
伝
正
は
そ
の
字
。
浦
城
（
福
建
省
）
の
人
。
神
宗
期
の
宰
相
・
呉
充
の
長
子
。
礼
部
員
外
郎
、
右
司
諫
、
中
書

舎
人
な
ど
を
歴
任
し
た
。
元
祐
党
人
（
蘇
軾
の
仲
間
た
ち
）
の
ひ
と
り
。『
宋
史
』
巻
三
一
二
に
伝
が
あ
る
。
呉
安
詩
の
元
の
詩
は
伝
わ

ら
な
い
。

1
○
天
公
水
墨　

歐
陽
炯
「
貫
休
が
夢
に
応か

な

う
羅
漢
画
の
歌
」（『
全
唐
詩
』
巻
七
六
一
）
に
、「
天　

水
墨
を
し
て
羅
漢
を
画え

が

か
し
む
、

魁か
い

岸が
ん

な
る
古
容　

筆
頭
に
生
ず
」（
魁
岸
は
、
す
ぐ
れ
た
さ
ま
）
と
あ
る
。
2
〇
痩
竹
枯
松　

白
居
易
「
大
林
寺
に
遊
ぶ
の
序
」（『
白
居

易
集
箋
校
』
巻
四
三
）
に
、「
寺
を
環
り
て
清
流
・
蒼
石
・
短
松
・
痩
竹
多
し
」
と
あ
る
。
3
〇
疎
影　

ま
ば
ら
な
影
。
杜
甫
「
西
枝
村

に
草
堂
を
置
く
地
を
尋
ね
、夜
賛さ

ん

公こ
う

が
土
室
に
宿
す　

二
首
」
そ
の
二
「
天
寒
く
し
て
鳥
已す

で

に
帰
る
」
で
始
ま
る
詩
（『
杜
詩
詳
注
』
巻
七
）
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三
〇

に
、「
土
室　

白
光
を
延ひ

き
、
松
門　

疏
影
耿こ

う

た
り
」（
耿
は
、
さ
し
く
る
月
の
光
の
か
が
や
く
さ
ま
）
と
あ
る
。
4
○
連
夜
発　

則
天
武

后
「
臘
日
、詔
を
宣

の
た
ま

い
て
上
苑
に
幸
す
」
詩
（『
全
唐
詩
』
巻
五
。
こ
の
詩
に
ま
つ
わ
る
故
事
は
『
唐
詩
紀
事
』
巻
三
に
収
め
る
）
に
、「
明

朝　

上
苑
に
遊
ぶ
、
火
急　

春
を
報
じ
て
知
る
、
花
は
須
ら
く
夜
を
連
ね
て
発
く
べ
し
、
暁
風
の
吹
く
を
待
つ
莫
か
れ
」
と
あ
る
。
5
○

生
成　

生
ま
れ
育
つ
。
杜
甫
「

へ
い

跡せ
き　

三
首
」
そ
の
二
（『
杜
詩
詳
注
』
巻
一
〇
）
に
、「
桑
麻　

雨
露
深
く
、
燕
雀　

半な
か

ば
生
成
す
」
と

あ
る
。
○
変
壊　

変
化
し
滅
び
る
。
○
弾
指　

指
を
は
じ
く
ほ
ど
短
い
時
間
。「
永
楽
に
過よ

ぎ

れ
ば
、文
長
老　

已
に
卒
せ
り
」
詩
の
注
（『
蘇

東
坡
詩
集
』
第
三
冊
三
三
二
頁
）
を
参
照
。
6
〇
乃
知
一
句　

郭
象
「
荘
子
序
」
に
、「
上
に
造
物
の
物
無
き
を
知
り
、
下
に
有
物
の
自

ら
造
る
を
知
る
」
と
あ
る
。
7
〇
古
来
一
句　

蘇
軾
「
歐
陽
少
師　

蓄
う
る
所
の
石

を
賦
せ
し
む
」
詩
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
二
冊

一
一
〇
頁
）
に
同
じ
句
が
あ
る
。
そ
の
注
を
参
照
。
9
○
龒
眠　

李
公
麟
（
一
〇
四
九
―
一
一
〇
六
）
の
こ
と
。
字

あ
ざ
な

は
伯
時
。
舒
州
（
安

徽
省
）
の
人
。
官
は
朝
奉
郎
に
至
り
、
晩
年
は
龒
眠
山
に
隠
居
し
て
龒
眠
と
号
し
た
。
画
家
と
し
て
知
ら
れ
、
特
に
馬
を
描
く
の
に
長
ず

る
。
蘇
軾
と
親
交
が
あ
っ
た
。
10
○
龒
池　

唐
代
の
長
安
の
南
、
南
薫
殿
の
北
に
あ
っ
た
池
。
杜
甫
「
韋
諷
録
事
が
宅
に
て
曹
将
軍
が
画

け
る
馬
の
図
を
観
る
歌
」（『
杜
詩
詳
注
』
巻
一
三
）
に
、「
曽
て
貌ば

く

す　

先
帝
の
照

し
よ
う

夜や

白は
く

、
龒
池　

十
日　

霹へ
き

靂れ
き

飛
ぶ
」（
照
夜
白
は
、
玄

宗
の
愛
馬
の
名
。
霹
靂
は
、
い
な
び
か
り
）
と
あ
る
。
11
〇
丹
青
手　

画
家
を
い
う
。
唐
・
高こ

う

蟾せ
ん

「
金
陵
晩
望
」
詩
（『
全
唐
詩
』
巻

六
六
八
）
に
、「
世
間　

無
限
の
丹
青
の
手
、
一
片
の
傷
心　

画　

成
ら
ず
」
と
あ
る
。
12
〇
詩
眼　

詩
人
の
す
ぐ
れ
た
眼
力
。
○
識
抜　

人
物
を
よ
く
知
っ
て
抜
擢
す
る
こ
と
。『
三
国
志
』
魏
書
・
崔
林
伝
の
注
に
引
く
「
晉
諸
公
の
賛
」
に
、「（
崔
）
林　

同
郡
の
王
経
を
民

戸
の
中
よ
り
識
抜
し
、
卒つ

い

に
名
士
と
為
る
」
と
あ
る
。
13
〇
龒
眠
一
句　

羅
大
経
『
鶴
林
玉
露
』
巻
六
に
、
李
公
麟
を
評
し
て
、
唐
代
の

馬
を
え
が
く
名
手
韓か

ん

幹か
ん

と
同
じ
く
、馬
を
よ
く
観
察
し
て
そ
の
姿
を
脳
裏
に
留
め
お
く
こ
と
、「
久

き
ゆ
う

久き
ゆ
うな

れ
ば
則
ち
胸
中
に
全
馬
有
る
な
り
」

と
い
う
。
駟
は
、
馬
を
数
え
る
単
位
で
、
千
駟
は
、
馬
四
千
頭
を
い
う
。『
論
語
』
季
氏
篇
に
、「
斉
の
景
公　

馬
千
駟
有
り
」
と
あ
る
。

14
〇
不
独
一
句　

画
家
が
馬
を
え
が
く
に
際
し
て
、
肉
と
骨
の
両
方
を
十
分
に
表
現
す
べ
き
と
蘇
軾
が
述
べ
た
例
と
し
て
は
、「
韓
幹
が

牧
馬
の
図
に
書
す
」
詩
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
四
冊
二
〇
九
頁
）
に
、「
厩
馬　

肉
多
く
し
て
尻こ

う

脽す
い

円
な
り
、
肉
中
に
骨
を
画
き
て
尤
も
難

き
を
誇
る
」、
ま
た
「
子
由
が
李
伯
時
の
蔵
す
る
所
の
韓
幹
が
馬
に
書
す
る
に
次
韻
す
」（『
合
注
』
巻
二
八
）
詩
に
、「
幹
は
惟
だ
肉
を
画

き
て
骨
を
画
か
ず
、
而
る
を
況
ん
や
実
を
失
し
て
空
し
く
皮
を
留と

ど

む
る
を
や
」
な
ど
が
あ
る
。
15
・
16
〇
但
当
・
或
自
二
句　

杜
甫
「
壁
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上
の
韋い

偃え
ん

が
画
馬
に
題
す
る
歌
」
詩
（『
杜
詩
詳
注
』
巻
九
。
韋
偃
は
、
杜
甫
と
同
時
代
の
画
家
）
に
、「
戯
れ
に
秃と

く

筆ひ
つ

を
拈と

り
て
驊か

騮り
ゆ
うを

掃
う
、
欻た

ち
ま

ち
見
る　

麒
麟
の
東
壁
に
出
づ
る
を
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
呉
安
詩
を
杜
甫
、
李
公
麟
を
韋
偃
に
な
ぞ
ら
え
、
詩
人
が
詩
を
作

れ
ば
、
画
家
が
筆
を
執
っ
て
絵
を
描
い
て
く
れ
よ
う
と
述
べ
る
。
18
〇
万
象　

あ
ら
ゆ
る
形
象
。「
僧
清せ

い

順じ
ゆ
ん

　

新
た
に
垂
雲
亭
を
作
る
」

詩
の
注
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
二
冊
五
五
三
頁
）
を
参
照
。
○
摩
尼　

仏
教
で
、
龒
王
の
脳
中
に
あ
る
玉
。
こ
こ
で
は
、「
天
公
の
水
墨
」

が
、わ
が
脳
中
に
再
現
さ
れ
る
こ
と
の
喩
え
。「
僧
潜せ

ん

が
贈
ら
る
る
に
次
韻
す
」
詩
の
注
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
四
冊
五
七
四
頁
）
を
参
照
。

20
〇
長
鋏
帰
来　

戦
国
時
代
、
斉
の
孟
嘗
君
伝
の
食
客
馮ふ

う

驩か
ん

が
不
遇
を
嘆
い
て
、「
長
鋏
よ　

帰か
え

り
な
ん
か
…
…
」
と
歌
っ
た
故
事
を
ふ

ま
え
る
。「
竹
枝
の
歌
」
の
注
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
一
冊
八
五
頁
）
を
参
照
。

　

天
の
描
い
た
（
自
然
に
な
る
）
水
墨
画
は
も
と
よ
り
す
ば
ら
し
い
も
の
で
、
細
い
竹
や
枯
れ
た
松
が
残の

こ

り
の
月
に
照
ら
さ
れ
て

い
る
さ
ま
が
そ
っ
く
り
に
写
さ
れ
て
い
る
。
夢
か
ら
覚
め
る
と
ま
ば
ら
な
影
が
東
の
窓
に
の
ぞ
い
て
い
て
、
霜
の
お
り
た
（
よ
う

な
梅
の
）
枝
が
夜
の
う
ち
に
花
を
咲
か
せ
て
い
る
こ
と
に
驚
い
た
。
も
の
が
現
れ
消
え
る
の
は
あ
っ
と
い
う
間
の
こ
と
、
造
物
の

わ
ざ
と
は
そ
も
そ
も
（
物
質
的
に
は
）
何
も
存
在
し
な
い
こ
と
な
の
だ
と
、
こ
れ
で
分
っ
た
。

　

昔
か
ら
画
家
は
凡
俗
の
人
と
は
違
い
、
そ
の
並
外
れ
た
発
想
は
ま
こ
と
に
作
詩
と
出
処
が
同
じ
も
の
だ
。
龒
眠
居
士
こ
と
李
伯

時
も
本
来
は
（
も
の
ご
と
の
神
髄
を
つ
か
み
う
る
）
詩
人
で
あ
り
、
え
が
か
れ
た
画
に
感
動
し
た
龒
が
、
龒
池
よ
り
霹
靂
を
飛
ば

し
て
天
に
昇
る
ほ
ど
だ
。
あ
な
た
（
呉
伝
正
）
は
画
家
で
な
い
け
れ
ど
も
、
詩
人
と
し
て
の
優
れ
た
能
力
で
絵
の
価
値
を
同
様
に

見
抜
く
こ
と
が
で
き
る
。
伯
時
は
胸
の
中
で
四
千
頭
も
の
馬
を
飼
っ
て
い
る
か
ら
、
表
面
的
な
馬
の
肉
付
き
の
み
な
ら
ず
内
在
す

る
骨
格
ま
で
も
描
く
こ
と
が
で
き
る
。
あ
な
た
が
杜
甫
の
よ
う
な
傑
作
を
作
っ
て
あ
げ
る
な
ら
ば
、（
李
伯
時
も
）
あ
な
た
の
た

め
に
使
い
古
し
た
そ
の
筆
を
ま
た
執
る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
の
だ
。

　

呉
越
の
水
墨
の
如
き
山
水
が
お
の
ず
と
私
の
透
明
な
心
に
入
っ
て
く
る
。（
物
と
し
て
の
）
書
画
は
こ
と
ご
と
く
友
人
た
ち
に

分
け
与
え
て
し
ま
っ
て
も
よ
い
の
だ
。（
馮
驩
で
は
な
い
が
）
長
い
剣
だ
け
を
持
っ
て
故
郷
に
帰
れ
ば
よ
い
。
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三
二

 

（
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）


